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第 章

Chapter   1Borland AppServer の概要     
Borland AppServer （AppServer） は、 企業環境において分散エン タープラ イ ズ アプ リ ケー
シ ョ ンの開発、 デプロ イ メ ン ト 、 管理を行 う ための、 サービ スやツールのセ ッ ト です。

AppServer は J2EE 1.4 標準の先進実装製品であ り 、 EJB 2.1、 JMS 1.1、 Servlet 2.4、 JSP 2.0、
CORBA 2.6、 XML、 SOAP などの最新の業界標準技術をサポー ト し ます。 ボーラ ン ド は、
2 つのバージ ョ ンの AppServer を提供し てお り 、 これには、 「Java メ ッ セージング サービ ス
（JMS）」 に対する最先端のエン タープラ イ ズ メ ッ セージング ソ リ ューシ ョ ン （Tibco と  
OpenJMS） がそれぞれ同梱されています。 ユーザーは、 AppServer で必要とする機能や
サービ スのレベルを選択する こ と ができ、 それら を変更する必要があ る場合には、 ラ イセ
ン ス をア ッ プグレードする こ と によ り 容易に対応でき ます。

AppServer を利用する こ と によ り 、 J2EE 1.4 プラ ッ ト フ ォーム標準を実装し た分散 Java/
CORBA アプ リ ケーシ ョ ンを安全にデプロ イ し、 さ まざまな側面から管理する こ と ができ
ます。

AppServer では、 イ ン ス ト ールご と のサーバー イ ン ス タ ン スの数は無制限です。 そのため、
同時接続ユーザーの数は無制限です。

AppServer は次のコ ンポーネン ト を備えています。

■ J2EE 1.4 の実装。

■ Apache Web Server バージ ョ ン 2.2.3。

■ Borland Security。 AppServer のセキ ュ リ テ ィ のためのフ レーム ワーク を提供し ます。

■ 先進の集中管理型 JMS 管理ソ リ ューシ ョ ン （Tibco および OpenJMS）。 AppServer に同
梱されています。

■ 分散コ ンポーネン ト のための強力な管理ツール群。 AppServer の外部で開発されたアプ
リ ケーシ ョ ン も含まれます。
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AppServer の機能

AppServer の機能

AppServer では次の機能が提供されます ： 
■ BAS プラ ッ ト フ ォームに対するサポー ト （AppServer に対し てサポー ト されているプ

ラ ッ ト フ ォームの リ ス ト については、 http://support.borland.com/
kbcategory.jspa?categoryID=389 を参照し て く ださい）。

■ ク ラ ス タ リ ング ト ポロ ジーに対する完全サポー ト 。

■ VisiBroker ORB イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ と のシームレ スな統合。

■ Borland JBuilder 統合開発環境 （IDE） と の統合。

■ 他のボーラ ン ド製品 （Borland Optimizeit Profiler や ServerTrace など） と の統合の強化。

■ AppServer によ り 、 既存のアプ リ ケーシ ョ ンを Web サービ ス と し て公開し た り 、 新しい
アプ リ ケーシ ョ ンや追加 Web サービ ス と統合する こ と ができ ます。 Borland Web サービ
スは、 Apache Axis 1.2 テ ク ノ ロ ジー （SOAP 1.2 をサポー ト する次世代 Apache SOAP 
サーバー） をベース と し ています。

Borland AppServer のドキュメント

AppServer 関連の ド キ ュ メ ン ト には次のものがあ り ます ： 
■ 『Borland AppServer イ ンス ト ール ガイ ド』 ： AppServer をネ ッ ト ワーク上にイ ン ス

ト ールする方法について説明されています。 これは、 Windows、 UNIX の各オペレー
テ ィ ング システムに精通し ている システム管理者の方を対象に書かれています。

■ 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 ： 運用環境における分散オブジェ ク ト  ベース  アプ
リ ケーシ ョ ンのパッ ケージング、 デプロ イ メ ン ト 、 管理についての詳細情報が記載さ
れています。

■ 『Borland 管理コ ン ソール ユーザーズ ガイ ド』 ： Borland 管理コ ン ソール GUI の使用方
法についての情報が記載されています。

■ 『Borland セキュ リ テ ィ  ガイ ド』 ： VisiSecure for VisiBroker for Java や VisiSecure for 
VisiBroker for C++ など、 AppServer のセキ ュ リ テ ィ を確保するためのボーラ ン ド のフ
レーム ワーク について説明されています。

■ 『Borland VisiBroker for Java 開発者ガイ ド』 ： Java によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ
ンの開発方法について説明されています。 本書によ り  VisiBroker ORB の設定と管理、
プロ グ ラ ミ ング ツールの使用方法に精通でき る よ う 、 記載されています。 また、 IDL 
コ ンパイ ラ、 スマー ト  エージェ ン ト 、 ロ ケーシ ョ ン サービ ス、 ネー ミ ング サービ ス、
イベン ト  サービ ス、 オブジェ ク ト  ア ク テ ィ ベーシ ョ ン デーモン （OAD）、 サービ ス品
質 （QoS: Quality of Service）、 イ ン ターフ ェース  リ ポジ ト リ について も説明されていま
す。

■ 『Borland VisiBroker VisiTransact ガイ ド』 ： OMG オブジェ ク ト  ト ラ ンザク シ ョ ン 
サービ ス仕様に対するボーラ ン ド の実装、 および、 ボーラ ン ド の ト ラ ンザク シ ョ ン 
サービ ス統合コ ンポーネン ト について説明されています。

通常、 ド キ ュ メ ン ト にア ク セスするには、 AppServer 製品 と共にイ ン ス ト ールされるヘル
プ ビ ューアを使用し ます。 ユーザーは、 ス タ ン ド ア ロ ンのヘルプ ビ ューアから、 も し く
は AppServer GUI ツールから、 ヘルプを参照する こ と ができ ます。 どち らの場合も、 独立
し たウ ィ ン ド ウ内にヘルプ ビ ューアが起動される ため、 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンを利用で
き るだけでな く 、 ナビゲーシ ョ ンや印刷のためのヘルプ ビ ューアの メ イ ン ツールバーも
利用する こ と ができ ます。 ヘルプ ビ ューアのナビゲーシ ョ ン ペイ ンには、 すべての 
AppServer ド キ ュ メ ン ト や参考ド キ ュ メ ン ト の目次、 イ ンデッ ク ス、 包括的な検索を実行
でき るページがあ り ます。

PDF 形式の 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 や 『Borland 管理コ ン ソール ユーザーズ ガ
イ ド』 は、 http://info.borland.com/techpubs/appserver よ り 入手可能です。

http://support.borland.com/kbcategory.jspa?categoryID=389
http://info.borland.com/techpubs/appserver
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ドキュメント表記規則

AppServer オンライン ヘルプ トピックへのアクセス

オン ラ イ ン ヘルプにアクセスするには （次のいずれかの方法を利用） ：

Windows の場合

■ [ ス ター ト ｜すべてのプロ グ ラ ム｜ Borland AppServer ｜ Help Topics] を選択。

■ または、 Web ブラ ウザを起動し、 <AppServer_Home>/doc/index.html を開 く 。

UNIX の場合

■ Web ブラ ウザを起動し、 <AppServer_Home>/doc/index.html を開 く 。

AppServer GUI ツールから AppServer オンライン ヘ
ルプ トピックへのアクセス

AppServer GUI ツールからオン ラ イ ン ヘルプにアクセスするには （次のいずれかの方法
を利用） ：

■ Borland 管理コ ン ソールから、 [Help ｜ Help Topics] を選択。

■ Borland デプロ イ メ ン ト  デ ィ ス ク リ プタ  エデ ィ タ （DDEditor） から、 [Help ｜ Help 
Topics] を選択。

ドキュメント表記規則

AppServer の ド キ ュ メ ン ト では、 文中の特定の部分を表すために、 次の表に示す書体や記
号を使用し ています ：

プラットフォームの表記規則

AppServer の ド キ ュ メ ン ト では、 プラ ッ ト フ ォーム固有の情報を表すために、 次の記号を
使用し ています ：

表記規則 用途

ボールド 新規の用語およびドキュメント名に使用されます。

computer ユーザーやアプリケーションが提供する情報、 サンプル コマンドライン、 お 
よびコードです。

bold computer 本文では、 ユーザーが入力する情報を示します。 サンプル コードでは、 重  
要な文章を強調表示します。

[ ] 省略可能な項目であることを示します。

... 直前の引数が繰り返し可能であることを示します。

| 二者択一であることを示します。

記号 意味

Windows サポートされているすべての Windows プラットフォーム

Win2003 Windows 2003 のみ

WinXP Windows XP のみ

Win2000 Windows 2000 のみ

UNIX サポートされているすべての UNIX プラットフォーム

Solaris Solaris のみ
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Borland サポートへのお問い合わせ

Borland サポートへのお問い合わせ

ボーラ ン ド社は各種のサポー ト  オプシ ョ ンを提供し ています。 それらには、 イ ン ターネ ッ
ト 上からの無償サービ ス も あ り 、 大規模な情報データベース を検索し た り 、 他のボーラ ン
ド製品ユーザーからの情報を得た り する こ と が可能です。 また、 ボーラ ン ド製品のイ ン ス
ト ールに関するサポー ト から、 有償のコ ンサルタ ン ト  レベルのサポー ト 、 および高レベル
なアシス タ ン スに至る までの複数のカテゴ リ から、 電話サポー ト の種類を選択でき ます。

ボーラ ン ド のサポー ト  サービ スについての詳細情報の入手や、 実際にテ ク ニカル サポー
ト へお問い合わせいただ く には、 Web サイ ト  http://support.borland.com を参照の
上、 製品をお使いになっている地域を選択し て く ださい。

ボーラ ン ド社のサポー ト への連絡にあたっては、 次の情報をご用意 く ださい。

■ 名前

■ 会社名およびサイ ト  ID
■ 電話番号

■ ユーザー ID （米国のみ）

■ オペレーテ ィ ング システムおよびバージ ョ ン

■ ボーラ ン ド製品名およびバージ ョ ン

■ 適用済みのパッチまたはサービ ス  パッ ク

■ ク ラ イ アン ト の言語と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ データベース と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ 発生し た問題の詳細な内容と経緯

■ 問題を示すロ グフ ァ イル

■ 発生し たエラー メ ッ セージまたは例外の詳細な内容

オンライン リソース

ネ ッ ト ワーク上の次のサイ ト から情報を得る こ と ができ ます。

ワールド ワイド ウェブ

http://www.borland.com は、 定期的にご確認 く ださい。 AppServer 製品チームによ る、
ホ ワ イ ト  ペーパー、 競合製品の分析、 FAQ への回答、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ン、 更新
ソ フ ト ウ ェア、 更新ド キ ュ メ ン ト 、 および新旧製品に関する情報が掲載されています。

特に、 次の URL を確認される こ と をお勧めし ます ： 
■ http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html （AppServer ソ

フ ト ウ ェアおよびその他のフ ァ イル）

■ http://support.borland.com （AppServer FAQ）

Borland ニュースグループ

AppServer を対象 と し た数多 く のス レ ッ ド化されたデ ィ ス カ ッ シ ョ ン グループに参加する
こ と ができ ます。 Enterprise Server やその他のボーラ ン ド製品に関する、 ユーザー主体の
ニュース グループへ参加するには、 http://www.borland.com/newsgroups を参照し
て く ださ い。

メ モ これら のニ ュース グループはユーザーによ って管理されている も のであ り 、 ボーラ ン ド 社

の公式サイ ト ではあ り ません。

ワールド  ワイ ド  ウ ェ ブ ： http://www.borland.com

オン ラ イ ン サポー ト ： http://support.borland.com （ユーザー ID が必要）

http://support.borland.com
http://support.borland.com
http://www.borland.com
http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html
http://support.borland.com
http://www.borland.com/newsgroups
http://www.borland.com
http://support.borland.com
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第 章

Chapter   2 インストールプラン   
こ こ では、 Windows、 UNIX、 および HP-UX に Borland AppServer （AppServer） を イ ン ス
ト ールするためのタ ス クおよびイ ン ス ト ール関連のタ ス ク について説明し ます。

推奨事項 ：

■ Borland 管理コ ン ソールは個別にイ ン ス ト ールでき ます。 通常、 AppServer は、 広範囲で
共有されている  UNIX または Windows コ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされます。 管理コ ン
ソールは、 分散アプ リ ケーシ ョ ンの表示、 修正、 または管理に使用する コ ンピ ュータ
にイ ン ス ト ールする こ と をお勧めし ます。

■ 製品マニュ アル （オン ラ イ ンヘルプ ト ピ ッ ク） やサンプルのイ ン ス ト ールはオプシ ョ
ンですが、 両方イ ン ス ト ールする こ と をお勧めし ます。

パッケージの内容

パッ ケージには、 Borland AppServer CD が含まれます。 パッ ケージには、 Borland AppServer 
に付属する追加の製品 CD が含まれている場合も あ り ます。

メ モ Borland のソ フ ト ウ ェアは、 Borland の次の Web サイ ト から ダウ ン ロードする こ と もでき ま
す。

http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html

システム必要条件

AppServer がサポー ト するプラ ッ ト フ ォームの最新情報や JDK の必要条件については、 次
の Borland Web サイ ト を参照し て く ださい。

http://support.borland.com/kbcategory.jspa?categoryID=5

プラ ッ ト フ ォーム固有の必要条件に加えて、 AppServer のコ ンポーネン ト は、 TCP および 
UDP によ るブロード キ ャ ス ト サービ ス を必要と し ます。 これらのコ ンポーネン ト を単一コ
ンピ ュータで実行する場合でも、 TCP および UDP サービ スが有効になっている必要があ
り ます。

JDK

イ ン ス ト ーラは、 Windows x86 には JDK バージ ョ ン 1.4.2 と  1.5.0、 Windows x64 と  Solaris 
には JDK 1.5.0 を イ ン ス ト ールし ます。 HP-UX 向けのイ ン ス ト ールパッ ケージには、 どの
バージ ョ ンの JDK も付属し ていません。 HP-UX 向けの Java 製品については、 次の Web サ
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必要なディスクスペース

イ ト にア ク セス し て く ださ い。 
http://www.hp.com/products1/unix/java/ のイ ンフ ラ ス ト ラ クチャ と ツールは、
JDK 1.5.0 を使用し ます。

必要なディスクスペース

必要なデ ィ ス ク スペースについては、 http://support.borland.com/
kbcategory.jspa?categoryID=5 を参照し て く ださ い。

重要 必要なデ ィ ス ク スペースは、 次の要素に依存し ます。

■ オペレーテ ィ ングシステム

■ JDK

ライセンス

重要 AppServer の以前の リ リ ースのラ イセン スキーは、 この リ リ ースではサポー ト されません。

AppServer は ノード ラ イセン ス を使用し ます。 こ のラ イセン スは、 ラ イセン スが適用および
ア ク テ ィ ブ化されるシステムに固定化されます。 このラ イセン ス を別のシステムにコ ピー
する こ と はでき ません。 また、 別のシステムで実行されている  AppServer 製品から こ のラ
イセン スにア ク セスする こ と もでき ません。 同じ システムにソ フ ト ウ ェ アを再イ ン ス ト ー
ルし た場合は、 ラ イセン ス を再度ア ク テ ィ ブ化する必要があ り ます。

製品を使用する前に、 AppServer ノード ラ イセン ス を登録し、 ア ク テ ィ ブ化する必要があ
り ます。 ノード ラ イセン ス を適用するには、 次の条件が必要です。

■ ラ イセンスご との Serial Number と  Key、 またはアク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イル。 これ
らは Borland から電子 メ ールで送信されます。

■ Borland Developer Network （BDN） のアカウン ト 。 アカ ウ ン ト がない場合は、 登録／
使用許諾プロセス時に作成でき ます （7 ページの 「Borland AppServer の Windows への
イ ン ス ト ール」 と 19 ページの 「Borland AppServer の Solaris または HP-UX へのイ ン ス
ト ール」 を参照）。

■ イ ン ターネ ッ ト アクセス。 ラ イセン ス をア ク テ ィ ブ化する方法と し てダ イ レ ク ト 登録ま
たは Web ページ登録を使用する場合は、 イ ン ターネ ッ ト ア ク セスが必要です。 登録は
任意のシステムから実行でき ます。 製品を イ ン ス ト ールし たシステムであ る必要はあ
り ません。

リ モー ト システムにラ イセン ス を適用する場合は、 そのシステムに Telnet でア ク セス し、
ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルをシステムに （FTP で） コ ピーする必要があ り ます。

次の作業

ネ ッ ト ワーク イ ン ス ト ールのプラ ンを作成し た ら、 AppServer を イ ン ス ト ールでき ます。 
Windows にイ ン ス ト ールする場合は、 7 ページの 「Borland AppServer の Windows へのイ ン
ス ト ール」 を参照し て く ださい。 UNIX にイ ン ス ト ールする場合は、 19 ページの 「Borland 
AppServer の Solaris または HP-UX へのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださ い。
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第 章

Chapter   3Borland AppServer の Windows      
へのインストール

こ こ では、 Borland AppServer （AppServer） と関連コ ンポーネン ト を Windows にイ ン ス
ト ールする方法について説明し ます。 Solaris または HP-UX にイ ン ス ト ールする場合は、 19
ページの 「Borland AppServer の Solaris または HP-UX へのイ ン ス ト ール」 を参照し て く だ
さ い。

メ モ AppServer の以前のバージ ョ ンがあ る場合は、 これをアン イ ン ス ト ールするか、 新しい
バージ ョ ンを別のイ ン ス ト ール パスで別の場所にイ ン ス ト ールする こ と をお勧めし ます。 
複数の AppServer のイ ン ス ト ールについては、 13 ページの 「複数の AppServer イ ン ス タ ン
スのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

メ モ 評価バージ ョ ンを イ ン ス ト ールし た後で、 AppServer を永続使用する ためのラ イセン ス を
購入し た場合、 評価し た ソ フ ト ウ ェアを再イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。 ラ イセン
ス  マネージャ （管理コ ン ソールの [ ツール ] メ ニューから起動） を使用する と、 評価ラ イ
セン ス を削除し、 次に新しい永続ラ イセン ス を追加し てア ク テ ィ ブ化でき ます。 新しいラ
イセン スのア ク テ ィ ブ化については、 15 ページの 「Borland Product Registration Wizard」 を
参照し て く ださ い。

インストールの準備

AppServer は、 CD から イ ン ス ト ールするか、 Borland Web サイ ト （http://
www.borland.com/downloads/download_appserver.html） から ダウ ン ロード し
て イ ン ス ト ールでき ます。

AppServer を イ ン ス ト ールする前に、 次の操作を行います。

1 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを終了し ます。

2 イ ン ス ト ール方法を選択し ます。

■ Borland Web サイ ト から イ ン ス ト ールする場合は、 http://www.borland.com/
downloads/download_appserver.html にア ク セス し ます。

■ CD から イ ン ス ト ールする場合は、 CO-ROM ド ラ イブに CD を挿入し ます。

■ プロパテ ィ  フ ァ イルの定義を使用し て自動イ ン ス ト ールを実行する場合は、 35 ペー
ジの 「BAS の自動イ ン ス ト ール （Windows、 Solaris、 HP-UX）」 を参照し て く ださ
い。
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JDK

イ ン ス ト ーラは、 Windows x86 には JDK バージ ョ ン 1.4.2 と  1.5.0、 Windows x64 にはバー
ジ ョ ン 1.5.0 を イ ン ス ト ールし ます。 AppServer のイ ンフ ラ ス ト ラ クチャ と ツールは、 JDK 
1.5.0 を使用し ます。 製品のイ ン ス ト ールの完了後にパーテ ィ シ ョ ンの JDK を変更する場
合は、 『Borland AppServer ユーザーズ ガイ ド』 で 「パーテ ィ シ ョ ンの使い方」 の 「標準
の [JDK] ダ イ ア ロ グ」 を参照し て く ださい。

メ モ Windows における最新の JDK の要件については、 次の Borland Web サイ ト を参照し て く だ
さい。 
http://support.borland.com/kbcategory.jspa?categoryID=5

Borland AppServer のインストール

次の手順で、 AppServer と関連コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし ます。

メ モ イ ン ス ト ールを開始する前に、 十分な空き容量があ る こ と を確認し て く ださい。 環境に
よ っては、 イ ン ス ト ーラがイ ン ス ト ールに使用でき る空き容量を計算し、 エラーを報告す
る こ と があ り ます。 十分な空き容量があ る こ と がわかっている場合は、 この メ ッ セージを
無視し て く ださ い。

1 AppServer のイ ン ス ト ーラ を Web から ダウ ン ロードするか、 CD から イ ン ス ト ールし ま
す。 CD からのイ ン ス ト ールでは、 システムで autorun が有効になっている場合、 CD-
ROM ド ラ イブに CD を挿入する と、 イ ン ス ト ーラが自動的に起動し ます。 Web から ダ
ウ ン ロード し た AppServer イ ン ス ト ーラ を イ ン ス ト ールする場合は、 ダウ ン ロード し た
実行可能フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。

画面に表示される指示にし たがいます。 ほ と んどのオプシ ョ ンについては、 イ ン ス ト ー
ル ウ ィ ザード から提供されるデフ ォル ト をそのま ま使用でき ます。 [Previous] ボタ ンを
使用する と、 前の画面に戻って情報を変更でき ます。

2 イ ン ス ト ールする製品を選択し ます。

■ [Borland AppServer with Tibco] - Tibco 使用の JMS 統合管理サポー ト を含む 
Borland AppServer を イ ン ス ト ールし ます。

■ [Borland AppServer with OpenJMS] - OpenJMS 使用の JMS 統合管理サポー ト を含
む Borland AppServer を イ ン ス ト ールし ます。 今回、 Borland AppServer のイ ン ス ト ー
ル イ メ ージには新しいものが使用されています。 ユーザー側で JMS プロバイ ダを選
択する こ と はあ り ません。 デフ ォル ト では、 OpenJMS がイ ン ス ト ールされます。

3 [License Agreement] - AppServer を イ ン ス ト ールおよび使用するには、 ラ イセン ス使
用許諾契約に同意する必要があ り ます。

4 [Choose Install Folder] - これで、 AppServer の新しいイ ン ス ト ールが作成されます。 デ
フ ォル ト （C:¥Borland¥AppServer） を受け入れるか、 別の場所を選択し ます。

重要 こ のバージ ョ ンの AppServer を以前の リ リ ースに上書き し て イ ン ス ト ールする こ と はで
き ません。

5 [Choose Product Components] - 次の機能に応じ た製品コ ンポーネン ト を任意に選択
し ます。

■ [Management Console] - サービ ス と パーテ ィ シ ョ ンを管理する ための GUI と ツー
ル。 管理コ ン ソールだけを イ ン ス ト ールする方法については、 13 ページの 「ス タ ン
ド ア ロ ンの Borland 管理コ ン ソールのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

■ [Server] - パーテ ィ シ ョ ン、 Apache Web サーバー、 JDataStore などのすべてのサー
バー コ ンポーネン ト 。

■ [Client] - ク ラ イ アン ト  アプ リ ケーシ ョ ン （EJB ク ラ イ アン ト ） のコ ンポーネン ト 。

■ [Documentation] - オン ラ イ ン マニュ アル一式。

■ [Examples] - AppServer のサンプル アプ リ ケーシ ョ ン。
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6 [Choose Install Type] - [Typical ｜ Custom] パネル

a [Typical] - デフ ォル ト の設定を使用する簡易イ ン ス ト ールです。 イ ン ス ト ーラがサン
プルの AppServer 設定を生成し ます。 設定は、 さ まざまなサンプル パーテ ィ シ ョ ン
と サポー ト  サービ スから な り ます。

こ の [Typical] イ ン ス ト ールには、 次のデフ ォル ト の設定が含まれています。

■ [Smart Agent port] - osagent ポー ト と も呼ばれます。 こ のポー ト は、 ORB がサー
バーと通信する場合に使用し ます。 イ ン ス ト ールの完了後、 管理コ ン ソールを使
用し て、 スマー ト  エージェ ン ト のポー ト を変更でき ます。 デフ ォル ト は 14000 
です。

■ [Management Agent port] - AppServer が管理コ ン ソールで管理機能のために監視す
るポー ト です。 イ ン ス ト ールの完了後、 管理コ ン ソールを使用し て、 管理ポー ト
（「ユーザー ポー ト 」 と も呼ばれる） を変更でき ます。 デフ ォル ト は 42424 です。

■ [Management Agent name] - サーバーで実行する管理エージェ ン ト の名前です。 同
じ管理ポー ト を使用する管理エージェ ン ト には、 一意の名前を指定する必要があ
り ます。 デフ ォル ト はホス ト 名です。

メ モ ポー ト と し て有効な値を入力し ない と、 イ ン ス ト ールを続行でき ません。

■ 製品ア イ コ ン。 [Typical] イ ン ス ト ールでは、 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューに製
品ア イ コ ンがイ ン ス ト ールされます。 製品ア イ コ ンを イ ン ス ト ールするには、 
[Custom] イ ン ス ト ール タ イプを選択し ます。

■ AppServer の bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加。 [Typical] イ ン ス ト ールでは、
AppServer の bin フ ォルダが PATH に追加されません。 追加するには、 [Custom] 
イ ン ス ト ール タ イプを選択し ます。

メ モ デフ ォル ト を選択する場合は、 い く つかのコ ンポーネン ト を手動で環境パスに追
加する必要があ り ます。

■ VisiBroker の環境変数を追加。 [Typical] イ ン ス ト ールでは、 VisiBroker の環境変数
がシステム環境に追加されません。 [Custom] イ ン ス ト ール タ イプを選択し て 
VisiBroker の環境変数を追加する と、 BES_LIC_DIR には <install_dir>\var 
が設定され、 BES_LIC_DEFAULT_DIR には <install_dir>\license が設定
されます。

b [Custom] - このオプシ ョ ンを選択する と、 次のイ ン ス ト ール オプシ ョ ンを設定でき
ます。

■ [Smart Agent port]/[Management Agent port]/[Management Agent name] にデフ ォル ト
以外の値を指定。 デフ ォル ト 値については、 前述のステ ッ プ 6a を参照し て く だ
さ い。

■ 製品ア イ コ ン。 [ ス ター ト ] メ ニューの新規または既存プロ グ ラ ム グループ、 あ る
いはデス ク ト ッ プまたは別の場所に、 シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダを選択し て置 く こ
と ができ ます。

■ 管理設定サンプルのセ ッ ト ア ッ プ。 AppServer 管理設定サンプルを イ ン ス ト ールす
るには、 [Yes] （デフ ォル ト ） を選択し ます。

■ bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加。 デフ ォル ト は [No] です。 デ ィ レ ク ト リ を 
PATH に追加するには、 [Yes] を選択し ます。

■ VisiBroker の環境変数を追加。デフ ォル ト は [No] です。 システム環境に VisiBroker 
の環境変数を追加するには、 [Yes] を選択し ます。 BES_LIC_DIR には 
<install_dir>\var が設定され、 BES_LIC_DEFAULT_DIR には 
<install_dir>\license が設定されます。

7 [Pre-Installation Summary] - イ ン ス ト ールを開始する前に、 表示される情報を確認し
ます。 [Previous] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 前の画面に戻 り 、 選択内容を変更でき ます。

8 選択内容を承認し て イ ン ス ト ールを開始するには、 [Install] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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インストール ログ

9 [Registration]
■ イ ン ス ト ーラ を終了する前に Borland product registration wizard を起動するには、

[Yes] （デフ ォル ト ） を選択し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 登録ウ ィ ザード が別ウ ィ
ン ド ウで起動し ます （15 ページの 「Borland Product Registration Wizard」 を参照）。 登
録ウ ィ ザード を終了する と、 イ ン ス ト ーラの完了パネルが表示されます。

■ AppServer の評価バージ ョ ンまたは無料バージ ョ ンをインス ト ールする場合は、 登録
ウ ィザード を起動するかど う かをたずねられません。 AppServer を使用する前に、 Borland 
から電子メールで受け取ったラ イセンス アクテ ィベーシ ョ ン キー フ ァ イルを 
<install_dir>\license ディ レ ク ト リ にコピーして く ださい。 ラ イセンス アクテ ィ
ベーシ ョ ン キー フ ァ イルを受け取っていない場合、 またはソ フ ト ウ ェアを再インス
ト ールする場合は、 http://www.borland.com/downloads/
download_appserver.html にアクセス し、 新しいラ イセンス キーをダウンロード
して く ださい。

重要 AppServer の以前の リ リ ースのラ イセン スキーは、 この リ リ ースではサポー ト されま
せん。

重要 製品を使用するには、 ラ イセン ス を登録し てア ク テ ィ ブ化する必要があ り ます。

メ モ ラ イセン スの登録と ア ク テ ィ ブ化を後で行 う 場合は、 <install_dir>\bin デ ィ レ ク
ト リ にあ る  lmadmw 実行可能フ ァ イルを実行するか、 管理コ ン ソールの [ ツール ] メ
ニューから [License Manager] ウ ィ ザード を起動し ます （『管理コ ン ソール ユーザーズ 
ガイ ド』 の 「ラ イセン ス  マネージャの使い方」 を参照）。

10 イ ン ス ト ールの完了後、 イ ン ス ト ーラ を閉じ るには、 [Done] を ク リ ッ ク し ます。

ラ イセン ス管理ツールを コマン ド  プロ ンプ ト から呼び出すには、 コマン ド  プロ ンプ ト を
起動し、 bin デ ィ レ ク ト リ に移動し て、 次のコマン ド を入力し ます。

lmadm -i console

インストール ログ

イ ンスト ーラ によ って生成さ れる イ ンス ト ールロ グは、 イ ンスト ール ディ レク ト リ のルート
（ AppServer を  CD から イ ンス ト ールし た場合） または BAS イ ンス ト ール ディ レク ト リ （ ダウ
ンロ ード  ファ イ ルを使用し て AppServer をイ ンス ト ールし た場合） に書き 込まれます。

次は、 AppServer のイ ン ス ト ール ロ グ フ ァ イルです。

<install_dir>\Borland_AppServer_InstallLog.xml

このフ ァ イルは XML 形式のログで、 エラーなどのインス ト ールに関する情報が保存されま
す。
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Borland AppServer プロセスのネットワーク リソースへのアクセス許可

Borland AppServer プロセスのネットワーク リソースへ
のアクセス許可

Microsoft Windows XP Service Pack 2 （SP2） では、 フ ァ イ アウ ォール （Microsoft Windows 
Firewall） が更新され、 詳細レベルでネ ッ ト ワーク  リ ソースへのア ク セス を コ ン ト ロール
でき ます。 Borland AppServer は、 ネ ッ ト ワーク  ソ ケ ッ ト にア ク セスするプロセス を起動す
る ため、 フ ァ イ ア ウ ォール ソ フ ト ウ ェ アを有効にする と、 システムによ り プロセスがブ
ロ ッ ク され、 [Windows セキ ュ リ テ ィ の重要な警告 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

Microsoft Advanced Networking Pack を Windows XP に追加する と、 Windows フ ァ イ ア
ウ ォール Netsh Helper を使用し て、 フ ァ イ アウ ォールを コマン ド ラ イ ンから構成でき ます。
コマン ド ラ イ ンでサポー ト されているので、 必要な BAS プロ グ ラ ムに対する ア ク セス許
可のバッチ ス ク リ プ ト を簡単に記述でき ます。

例 echo off
setlocal
 
if NOT "%1" == "-rootDir" goto ErrorNoRoot
shift 
set basRoot=%1
if NOT EXIST %basRoot% goto ErrorNoRoot
echo "Got rootInstallation directory is %basRoot%"
shift 
 
if "%1" == "" goto ErrorNoOption
if "%1" == "-add" goto AddBAS
if "%1" == "-delete" goto DeleteBAS
 
:Usage
echo "Usage: configBASports -rootDir [installRoot] -[add | delete]"
goto Exit
 
rem EnableBAS
:AddBAS
echo "Adding BAS service for localhost"
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\bin\scu.exe "BAS Server Control 
Unit" 
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\bin\partition.exe "BAS Partition" 
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\bin\osagent.exe "BAS Management 
Agent" 
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\bin\console.exe "BAS Console" 
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\jms\tibco\bin\tibemsd.exe "Tibco 
Messaging Daemon"
netsh firewall add allowedprogram %basRoot%\bin\apache2\httpd.exe "Apache HTTP 
Server"
goto Exit
 
rem DisableBAS
:DeleteBAS
echo "Removing BAS service for localhost"
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\bin\scu.exe 
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\bin\partition.exe 
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\bin\osagent.exe 
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\bin\console.exe 
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\bin\apache2\httpd.exe 
netsh firewall delete allowedprogram %basRoot%\jms\tibco\bin\tibemsd.exe 
goto Exit
 
rem ErrorNoRoot
:ErrorNoRoot
echo "Error: You must specify an existing BAS installation with -rootDir  !"
goto Usage
 
:ErrorNoOption
echo "Error: No option specified!"
goto :Usage
 
:Exit
endlocal
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製品マニュアル

こ のス ク リ プ ト では、 共通の BAS プロ グ ラ ム （scu、 partition、 console、 osagent、 apache、
tibco messaging daemon） を許可済みプロ グ ラ ム リ ス ト で有効または無効にするだけです。
前述の説明や リ フ ァ レン スに従って イ ン ス ト ールし たプロセス をカ ス タマイ ズでき ます。

製品マニュアル

Borland AppServer には、 すべてのオン ラ イ ン マニュ アルのラ イブラ リ が収録されていま
す。 製品がイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータでマニュ アルにア ク セスするには、 次の
いずれかの手順を実行し ます。

■ コマン ド  プロ ンプ ト で次のコマン ド を使用し ます。

help
help コマン ド を使用するには、 パス  システム変数に <install_dir>\bin デ ィ レ ク
ト リ が含まれている必要があ り ます。 または、 パス を明示的に入力し ます。

■ [ ス ター ト ｜すべてのプロ グ ラ ム｜ Borland AppServer ｜ Help Topics] の順に選択し ます。

■ Borland 管理コ ン ソールの [Help] メ ニューに移動し ます。

■ DDEditor の [Help] メ ニューに移動し ます。
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スタンドアロンの Borland 管理コンソールのインストール

スタンドアロンの Borland 管理コンソールのインストール

Borland AppServer には、 管理コ ン ソール と呼ばれる グ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ター
フ ェースが付属し ています。 こ のイ ン ターフ ェースは、 ネ ッ ト ワーク上のサーバーと アプ
リ ケーシ ョ ンを管理する と きに中心的な役割を果た し ます。

通常、 広範囲で共有されている  UNIX または Windows コ ンピ ュータでサーバーを実行し、
分散システムの表示や修正に使用する コ ンピ ュータで管理コ ン ソールを実行し ます。 管理
コ ン ソールを イ ン ス ト ールし た ら、 ネ ッ ト ワーク上の任意のサーバーにデプロ イ メ ン ト で
き ます。

ス タ ン ド ア ロ ンの管理コ ン ソールを イ ン ス ト ールするには、 次の手順にし たがいます。

1 [Choose Product Components] パネルで、 [Management Console] だけを選択し ま す。

2 [Choose Install Type] 画面で、 [Custom] を選択し ます。

3 [Configuration Settings] 画面が表示された ら、 管理コ ン ソールでサポー ト する管理ポー ト
（サーバーに対し て指定し たポー ト ） を指定し ます。

4 [Smart Agent port] フ ィ ール ド の値を変更し ます。

5 8 ページの 「Borland AppServer のイ ン ス ト ール」 の説明にし たがって、 イ ン ス ト ールを
完了し ます。

複数の AppServer インスタンスのインストール

複数の AppServer のイ ン ス タ ン ス を同じ コ ンピ ュータにイ ン ス ト ールする場合は、 次の点
に注意する必要があ り ます。

■ それぞれの AppServer イ ン ス タ ン ス を完全に異なるパスにイ ン ス ト ールする必要があ り
ます。 つま り 、 最上位のイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ を変え る必要があ り ます。

■ コ ンテナ サービ スが各サーバーに含まれる よ う に、 一意のポー ト  ID 番号を使用し て管
理ポー ト を変更する必要があ り ます。

■ いずれかのサーバーでデフ ォル ト を使用でき ますが、 その他のサーバーではデフ ォル
ト を変更し、 それぞれに一意のポー ト  ID 番号を指定し て く ださい。

メ モ ポー ト  ID 番号の変更には、 管理コ ン ソールを使用する こ と をお勧めし ます。

管理ポー ト 番号を変更するには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 ポー ト を変更するエージェ ン ト を右ク リ ッ ク し、 [Properties] を選択し ます。

3 必要であれば、 ポー ト 番号を入力し ます。

次の手順で、 Web コ ンテナのポー ト  ID を変更し ます。

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 ナビゲーシ ョ ン ツ リ ーで、 変更する  Web コ ンテナのパーテ ィ シ ョ ンを展開し ます。

3 Web コ ンテナ ノード を右ク リ ッ ク し、 [Properties] を選択し ます。 
表示された [Configure Web Container] ダ イ ア ロ グの [Service: HTTP] ノード を選択する
と、 コネ ク タ属性が表示されます。

4 ポー ト  ID のプロパテ ィ を編集するには、 テーブルに値を入力し ます。

Borland Web コ ンテナの server.xml の更新については、 『Borland AppServer 開発者
ガイ ド』 の 「 Web コ ンポーネン ト 」 を参照し て く ださい。
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VisiTransact ライセンス変数の設定

2 つのエージェ ン ト で BAS を実行する場合でも、 BAS の新しいイ ン ス タ ン ス を イ ン ス ト ー
ルする必要はあ り ません。 ド メ イ ン情報を コ ピーし、 管理ポー ト やエージェ ン ト 名などの
プロパテ ィ を変更するだけです。 それには、 次の手順にし たがいます。

1 BAS を イ ン ス ト ールし ます。

2 <bas_install>/var/domains/base から  base デ ィ レ ク ト リ を コ ピーし、 名前を 
base2 （<bas_install>/var/domains/base2） などに変更し ます。

3 <bas_install>/var/domains/base2/adm/properties/agent.properties 
フ ァ イルの agent.name プロパテ ィ を選択し た一意の名前 （管理エージェ ン ト に割 り
当て られる名前） に変更し ます。

4 <bas_install>/var/domains/base2/adm/properties/management_ 
vbroker.properties フ ァ イルの vbroker.agent.port プロパテ ィ を一意の管理
ポー ト  （エージェ ン ト の管理ポー ト ） に変更し ます。

5 base の設定で scu を起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

scu -domain base

同様に、 base2 で指定し た設定で起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

scu -domain base2

VisiTransact ライセンス変数の設定

VisiTransact を実行する前に、 2 つのラ イセン ス環境変数 （BES_LIC_DIR と 
BES_LIC_DEFAULT_DIR） を設定する必要があ り ます。 イ ン ス ト ール中に、 これらの環境
変数の設定に使用するバッチ ス ク リ プ ト が作成されます。

次の手順で環境変数を設定し ます。

1 コマン ド  ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2 デ ィ レ ク ト リ を <install dir>\bin に変更し ます。

3 vbroker.bat を実行し ます。
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Borland Product Registration Wizard

AppServer を使用する 前に、 受け取った製品ラ イ センスを登録し 、 アク ティ ブ化する 必要があ
り ます。 ラ イ センス は、 Borland から 、 1 つ以上の Serial Number と  Key がリ ス ト さ れた電子
メ ールの形式で送信さ れる か、 ラ イ センス  キー ファ イ ルが電子メ ールで送信さ れます。

重要 AppServer の以前のリ リ ース のラ イ センス  キーは、 こ のリ リ ース ではサポート さ れま せん。

オン ラ イ ンで購入し た製品または評価のためにダウ ン ロード し た製品のキー フ ァ イルを 
Borland から電子 メ ールで受け取った場合、 または製品の無料バージ ョ ンをダウ ン ロード
し た場合は、 登録ウ ィ ザード を使用し てキー フ ァ イルを適用でき ます。 または、
<install_dir>\license デ ィ レ ク ト リ にキー フ ァ イルを コ ピーする と、 製品を再起動
し た と きに自動的にキー フ ァ イルが適用されます。

Serial Number と  Key があ る場合は、 次の登録方法のいずれかを使って AppServer を登録
し、 ア ク テ ィ ブ化でき ます。

■ Direct - シス テムがイ ンタ ーネッ ト に接続さ れている 場合は、 最も 簡単な方法です。 製品登
録ウ ィ ザード の指示にし たがって必要な手順をすべて実行する と 、 自動的にラ イ センス を
アク ティ ブ化でき ます。 詳細は、 15 ページの「 ダイ レク ト 登録」 を参照し てく ださ い。

■ Email - 電子 メ ール アカ ウ ン ト を使用し て任意のシステムから登録要求を送信する と、
ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルが電子 メ ールで送付され、 それを イ ン ス ト ールに適用で
き ます。 詳細は、 16 ページの 「電子 メ ール登録」 を参照し て く ださい。

■ Web page - Borland Web サイ ト にア ク セス し て登録を行 う 点以外は、 電子 メ ールによ
る登録と同じです。 詳細は、 16 ページの 「Web ページ登録」 を参照し て く ださい。

■ Telephone - Borland の担当者に必要な情報を伝え る と、 電子 メ ールまたは郵送でア ク
テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルが送付されます。 詳細は、 16 ページの 「電話登録」 を参照し
て く ださ い。

選択し た方法によ っては、 Borland Developer Network （BDN） アカ ウ ン ト を持っているか
ど う かをたずねられる場合があ り ます。 アカ ウ ン ト がない場合は、 製品登録ウ ィ ザード で
アカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

登録方法と し て [Direct] を選択し なかった場合は、 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルが送付さ
れます。 このフ ァ イルを <install_dir>\license デ ィ レ ク ト リ にコ ピーする と、 製品
を起動し た と きにフ ァ イルが自動的に適用されます。

重要 license.ini フ ァ イル （<install_dir>/var/license.ini） を Windows ベースの
エデ ィ タ （ワード パッ ド など） で編集する と、 末尾に余分なスペースが追加され、 ラ イセ
ン スが無効にな る場合があ り ます。 この問題は、 末尾の余分なスペース を削除する こ と で
解決でき ます。 このフ ァ イルは編集し ないで く ださい。 適切に使用する限 り 、 このフ ァ イ
ルの編集が必要にな る こ と はあ り ません。

ダイレクト登録

Borland product registration wizard を使用し てダ イ レ ク ト 登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で登録方法と し て [Direct] を選択し 、 [Next] をク リ ッ ク し ます。

2 BDN アカ ウ ン ト を持っているかど う かを指定し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ ン ト
がない場合は、 こ のウ ィ ザード でアカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

3 必要であれば、 イ ン ターネ ッ ト 接続のためのプロ キシ設定を入力し ます。

4 要約情報を確認し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ザード は、 登録の進捗状況を監視し
て表示し ます。

5 登録が正常に完了し た ら、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 次に [Finish] を ク リ ッ ク し てウ ィ
ザード を閉じ ます。
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電子メール登録

Borland product registration wizard を使用し て電子 メ ール登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィザードの最初の画面で、 登録方法と して [Email] を選択し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

2 BDN アカ ウ ン ト を持っているかど う かを指定し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ ン ト
がない場合は、 こ のウ ィ ザード でアカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

3 要約情報を確認し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

4 [Email Registration content] ペイ ンの内容を reg@borland.com 宛の電子 メ ール メ ッ セー
ジにコ ピーし、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

5 ウ ィ ザード を閉じ るには、 [Finish] を ク リ ッ ク し ます。 製品ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イ
ルが電子 メ ールで送信されます。

6 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルを <install_dir>\license デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、
製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。

Web ページ登録

Borland product registration wizard を使用し て Web ページ登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で、 登録方法と し て [Web page] を選択し、 [Next] を ク リ ッ ク し
ます。

2 ウ ィ ザード の Web 登録ステ ッ プに表示される登録キーを コ ピーし、 [Finish] を ク リ ッ ク
し て ウ ィ ザード を閉じ ます。

3 Web ブラ ウザを起動し、 http://reg.borland.com にア ク セス し ます。

4 登録 Web ページで BDN アカ ウ ン ト 情報を入力し、 [Login] を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ ン
ト を持っていない場合は、 [Create account] リ ン ク （http://reg.borland.com/
srs5/new_user.jsp） を ク リ ッ ク し ます。

5 [Product Registration]Web ページで Serial Number と  Key （登録ウ ィ ザード から コ ピーし
た もの） を入力し、 [Continue] を ク リ ッ ク し ます。

6 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルを受け取る ための電子 メ ール ア ド レ ス を確認し、
[Register] を ク リ ッ ク し ます。 製品ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルが電子 メ ールで送信さ
れます。

7 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルを <install_dir>\license デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、
製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。

電話登録

Borland product registration wizard を使用し て電話登録を行 う ためには、 次の手順にし たが
います。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で、 登録方法 と し て [Telephone] を選択し、 [Next] を ク リ ッ ク し
ます。

2 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 最も近い場所を選択し ます。

3 [Next] を ク リ ッ ク し、 次に [Finish] を ク リ ッ ク し てウ ィ ザード を閉じ ます。

4 電話サポー ト の番号に電話し、 手元の電話登録ウ ィ ザード の画面に表示されている情
報を伝えます。

5 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン フ ァ イルを受け取った ら、 それを  <install_dir>\license 
デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、 製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。
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メ モ アン イ ン ス ト ーラは、 製品のイ ン ス ト ール時と同じモード で起動されます。 た と えば、 自
動イ ン ス ト ールで製品を イ ン ス ト ールし た場合は、 アン イ ン ス ト ールも自動モード で実行
されます。

次の手順で、 Borland AppServer をアン イ ン ス ト ールし ます。

1 アン イ ン ス ト ール中にバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行中のプロセス （osagent など） がない
こ と を確認し ます。

2 [ ス タ ート ｜すべてのプロ グラ ム｜ Borland AppServer ｜ Uninstall] をク リ ッ ク し ま す。

または

a UninstallerData デ ィ レ ク ト リ を開き ます。

b [Uninstall] ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

c [Uninstall] を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールされているすべてのコ ンポーネン ト を完全
に削除し ます。

メ モ こ の作業では、 イ ン ス ト ール後に作成されたフ ァ イルやフ ォルダは削除されません。

3 アン イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムの実行が終了し た ら、 イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ の内容
を確認し、 不要なフ ァ イル と サブデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

メ モ アン イ ン ス ト ール後に、 ユーザーの Documents and Settings フ ォルダに 
AppServer などのフ ァ イルやフ ォルダが残る こ と があ り ます。 これらのフ ァ イルも同
様に削除する必要があ り ます。
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第 章

Chapter   4Borland AppServer の Solaris ま       
たは HP-UX へのインストール  

こ こ では、 Borland AppServer （AppServer） と関連コ ンポーネン ト を Solaris および HP-UX 
オペレーテ ィ ングシステムにイ ン ス ト ールする方法について説明し ます。 Windows にイ ン
ス ト ールする場合は、 7 ページの 「Borland AppServer の Windows へのイ ン ス ト ール」 を参
照し て く ださ い。

メ モ AppServer の以前のバージ ョ ンがあ る場合は、 これをアン イ ン ス ト ールするか、 新しい
バージ ョ ンを別のイ ン ス ト ールパスで別の場所にイ ン ス ト ールする こ と をお勧めし ます。 
複数の AppServer イ ン ス タ ン ス を イ ン ス ト ールする方法については、 26 ページの 「複数の 
BAS イ ン ス タ ン スのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

メ モ 評価バージ ョ ンを イ ン ス ト ールし た後で、 AppServer を永続使用する ためのラ イセン ス を
購入し た場合、 評価し た ソ フ ト ウ ェアを再イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。 License 
Manager （Management Console の ［Tools］ メ ニューから起動） を使用する と、 評価ラ イセ
ン ス を削除し、 次に新しい永続ラ イセン ス を追加し てア ク テ ィ ブ化でき ます。 新しいラ イ
セン スのア ク テ ィ ブ化については、 32 ページの 「Borland product registration wizard」 を参
照し て く ださ い。



20 AppServer イ ンス ト ール ガイ ド

インストールの準備

インストールの準備

AppServer は、 CD から イ ン ス ト ールするか、 Borland Web サイ ト （http://
www.borland.com/downloads/download_appserver.html） から ダウ ン ロード し
て イ ン ス ト ールでき ます。

AppServer を イ ン ス ト ールする前に、 イ ン ス ト ール方法を選択し ます。

■ Borland Web サイ ト から イ ン ス ト ールする場合は、 
http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html にア ク セス
し ます。 AppServer をダウ ン ロード フ ァ イルから  HP-UX にイ ン ス ト ールする場合は、 21
ページの 「HP-UX への AppServer イ ン ス ト ールの準備」 を参照し て く ださ い。

■ CD から イ ン ス ト ールする場合は、 Borland AppServer CD をマウ ン ト し てから イ ン ス
ト ールを開始し ます。 Solaris については、 21 ページの 「Solaris への Borland AppServer 
CD のマウ ン ト 」 を参照し て く ださい。 HP-UX については、 21 ページの 「HP-UX への 
AppServer イ ン ス ト ールの準備」 を参照し て く ださい。

■ イ ン ス ト ーラの GUI を呼び出さずにコマン ド ラ イ ンから イ ン ス ト ールする場合は、 27
ページの 「GUI を使用し ないイ ン ス ト ーラの実行」 を参照し て く ださい。

■ プロ パティ ファ イ ルの定義を使用し て自動イ ンス ト ールを実行する 場合は、 35 ページの
「 BAS の自動イ ンス ト ール （ Windows、 Solaris、 HP-UX）」 を参照し てく ださ い。

JDK

Solaris へのイ ン ス ト ール中に、 JDK バージ ョ ン 1.5.0 がイ ン ス ト ールされます。

HP-UX 向けのイ ン ス ト ールパッ ケージには、 どのバージ ョ ンの Java 開発者キ ッ ト （JDK）
も付属し ていません。 HP-UX 向けの Java 製品については、 次の Web サイ ト にア ク セス し
て く ださ い。 
http://www.hp.com/products1/unix/java/

重要 HP-UX にイ ン ス ト ールする前に、 JDK （1.5.0 がサポー ト されている） がイ ン ス ト ールされ
ている必要があ り ます。 JDK の bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加し て く ださい。 JDK 
の正しいバージ ョ ンがイ ン ス ト ールされているかど う かを確認するには、 プロ ンプ ト から  
jdkpatchcheck ツールを実行し ます。 <bas_install>/etc/util デ ィ レ ク ト リ に移
動し、 次のコマン ド を実行し て く ださ い。

./jdkpatchcheck

製品のイ ン ス ト ールの完了後にパーテ ィ シ ョ ンの JDK を変更する方法については、 『管理
コ ン ソールユーザーズガイ ド』 で 「パーテ ィ シ ョ ンの使い方」 の 「標準の ［JDK］ ダ イ ア
ロ グ」 を参照し て く ださ い。

メ モ 最新の JDK の要件については、 次の Borland Web サイ ト を参照し て く ださい。 
http://support.borland.com

HP-UX ダウンロードインストールでの JRE の必要条
件

Borland ダウ ン ロード サイ ト から ダウ ン ロード し たフ ァ イルを使って HP-UX に AppServer 
を イ ン ス ト ールする場合、 抽出し た イ ン ス ト ーラ フ ァ イルを実行するには、 JRE 1.5.0 の環
境が必要です。

JRE の場所と バージ ョ ンを確認するには、 次の構文を使用し ます。

$which java 
/opt/local/bin/java 
$java -version 
java version "1.5.0"
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Solaris への Borland AppServer CD のマウント

Borland AppServer の CD には、 Solaris およ び HP-UX オペレーティ ングシス テム向けのイ ンス
ト ールソ フト ウ ェ アが収録さ れていま す。 こ こ では、 Solaris に CD から  AppServer をイ ンス
ト ールする ための準備について説明し ま す。 HP-UX への AppServer イ ンス ト ールを準備する
方法については、 21 ページの「 HP-UX への AppServer イ ンス ト ールの準備」 を参照し てく だ
さ い。

次の手順で、 CD を ローカルワーク ステーシ ョ ンにマウ ン ト し ます。

1 ワーク ステーシ ョ ンにロ グ イ ン し ます。

メ モ ボ リ ュームマネージ ャが実行されていない場合は、 ステ ッ プ 5 で CD をマウ ン ト する た
めに、 スーパーユーザー特権が必要です。

2 CD を ド ラ イブに挿入し ます。

3 コマン ド シェルを開き ます。

4 ボ リ ュームマネージ ャが実行されているかど う かを判定するには、 次のコマン ド を入
力し ます。

/usr/bin/ps -ef | grep mountd

実行中のすべてのプロセスの一覧から、 次のよ う な応答を探し ます。

root 247 1 0 Oct 30? 0:00 /usr/lib/autofs/automountd

5 ボ リ ュームマネージ ャが実行されている場合は、 22 ページの 「Borland AppServer のイ ン
ス ト ール」 に進みます。

6 ボ リ ュームマネージ ャが実行されていない場合は、 22 ページの 「Borland AppServer のイ
ン ス ト ール」 に進む前に、 ルー ト に移動し、 次のコマン ド を入力し て CD をマウ ン ト し
て く ださ い。

/usr/sbin/mount -F hsfs -r /dev/dsk/device /cdrom

こ こ で、 device は CD のデバイ ス名です。

7 次のコマン ド を入力し て CD デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

cd /cdrom

8 AppServer のイ ン ス ト ール後に CD のマウ ン ト を解除するには、 ルー ト に移動し、 次の
コマン ド を入力し ます。

umount /cdrom

HP-UX への AppServer インストールの準備

次の手順で、 HP-UX への AppServer イ ン ス ト ールを準備し ます。

1 Borland Web サイ ト から ダウ ン ロード し た tar フ ァ イルから イ ン ス ト ールする場合は、
次の手順にし たがいます。

a ダウ ン ロード し た tar フ ァ イルから イ ン ス ト ール実行可能フ ァ イルを抽出し ます。

b イ ン ス ト ーラ を実行するには、 すべてのア ク セス許可を取得し ます （chmod 777）。

2 AppServer を CD から  HP-UX にイ ン ス ト ールする場合は、 次の手順にし たがいます。

a 22 ページの 「Borland AppServer のイ ン ス ト ール」 に進む前に、 ルー ト にな り 、 次の
コマン ド を入力し て CD をマウ ン ト し ます。

mount /dev/cdrom 
exit

b CD デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

cd /mnt/cdrom
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メ モ イ ン ス ト ールを開始する前に、 十分な空き容量があ る こ と を確認し て く ださい。 環境に
よ っては、 イ ン ス ト ーラがイ ン ス ト ールに使用でき る空き容量を計算し、 エラーを報告す
る こ と があ り ます。 十分な空き容量があ る こ と がわかっている場合は、 この メ ッ セージを
無視し て く ださ い。

次の手順で、 Borland AppServer と関連コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし ます。

1 AppServer のイ ンスト ーラ を  Web から ダウ ンロ ード する か、 CD から イ ンスト ールし ます。

■ CD から イ ン ス ト ールする場合は、 次の手順にし たがいます。

1 適切な コマン ド を入力し ます。

Solaris install_solaris

HP-UX install_hpux

しばら く する と、 CD のスプラ ッ シュ画面が表示されます。

2 ［Install Borland AppServer 6.7］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

別ウ ィ ン ド ウでイ ン ス ト ールウ ィ ザード が起動し ます。

メ モ CD に収録されている  Readme やイ ン ス ト ールマニュ アルを表示し た り 、 CD の内
容を参照するには、 スプラ ッ シ ュ画面で該当する項目を ク リ ッ ク し ます。

■ ダウ ン ロード フ ァ イルから  AppServer を イ ン ス ト ールする場合は、 次の手順にし た
がいます。

1 イ ン ス ト ーラ を抽出し たデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2 イ ン ス ト ールウ ィ ザード を起動するには、 抽出し た .bin フ ァ イルを起動し ます。

イ ン ス ト ールウ ィ ザード の画面に表示される指示にし たがいます。 ほ と んどのオプシ ョ
ンについては、 イ ン ス ト ールウ ィ ザード から提供されるデフ ォル ト をそのま ま使用で
き ます。 ［Previous］ ボタ ンを使用する と、 前の画面に戻って情報を変更でき ます。

2 イ ン ス ト ールする製品を選択し ます。

■ ［Borland AppServer with Tibco］ - Tibco 使用の JMS 統合管理サポー ト を含む 
AppServer を イ ン ス ト ールし ます。

■ ［Borland AppServer with OpenJMS］ - OpenJMS 使用の JMS 統合管理サポー ト を
含む AppServer を イ ン ス ト ールし ます。 今回、 Borland AppServer のイ ン ス ト ール イ
メ ージには新しいものが使用されています。 ユーザー側で JMS プロバイ ダを選択す
る こ と はあ り ません。 デフ ォル ト では、 OpenJMS がイ ン ス ト ールされます。

3 ［License Agreement］ - AppServer を イ ン ス ト ールおよび使用するには、 ラ イセン ス使
用許諾契約に同意する必要があ り ます。

4 ［Choose Install Folder］ - 指定し たフ ォルダに新しい AppServer のイ ン ス ト ールが作成
されます。

重要 こ のバージ ョ ンの AppServer を以前の リ リ ースに上書き し て イ ン ス ト ールする こ と はで
き ません。

5 ［ Choose Product Components］ - 次の機能に応じた製品コ ンポーネン ト を任意に選択し
ます。

■ ［Management Console］ - サービ ス と パーテ ィ シ ョ ンを管理するための GUI と ツー
ル。 管理コ ン ソールだけを イ ン ス ト ールする方法については、 25 ページの 「ス タ ン
ド ア ロ ンの管理コ ン ソールのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

■ ［Server］ - パーテ ィ シ ョ ン、 Apache Web サーバー、 JDataStore などのすべてのサー
バーコ ンポーネン ト 。

■ ［Client］ - ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン （EJB ク ラ イ アン ト ） のコ ンポーネン ト 。

■ ［Documentation］ - オン ラ イ ンマニュ アル一式。

■ ［Examples］ - Borland AppServer のサンプルアプ リ ケーシ ョ ン。
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6 ［Choose Install Type］ - ［Typical ｜ Custom］ パネル

a ［Typical］ - デフ ォル ト の設定を使用する簡易イ ン ス ト ールです。 イ ン ス ト ーラが 
BAS 設定サンプルを生成し ます。 設定は、 さ まざまなサンプルパーテ ィ シ ョ ン と サ
ポー ト サービ スから な り ます。

こ の ［Typical］ イ ン ス ト ールには、 次のデフ ォル ト の設定が含まれています。

■ ［Smart Agent port］ - osagent ポー ト と も呼ばれます。 このポー ト は、 ORB が
サーバーと通信する場合に使用し ます。 イ ン ス ト ールの完了後、 管理コ ン ソール
を使用し て、 スマー ト エージェ ン ト のポー ト を変更でき ます。 デフ ォル ト は 
14000 です。

■ ［Management Agent port］ - BAS が管理コ ン ソールで管理機能のために監視する
ポー ト です。 イ ン ス ト ールの完了後、 管理コ ン ソールを使用し て、 管理ポー ト
（「ユーザーポー ト 」 と も呼ばれる） を変更でき ます。 デフ ォル ト は 42424 です。

■ ［Management Agent name］ - サーバーで実行する管理エージェ ン ト の名前です。 同
じ管理ポー ト を使用する管理エージェ ン ト には、 一意の名前を指定する必要があ
り ます。 デフ ォル ト はホス ト 名です。

メ モ ポー ト と し て有効な値を入力し ない と、 イ ン ス ト ールを続行でき ません。

■ BAS の bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加。 標準イ ン ス ト ールでは、 BAS の 
bin フ ォルダが PATH に追加されません。 追加するには、 ［Custom］ イ ン ス ト ー
ルタ イプを選択し ます。

メ モ デフ ォル ト を選択する場合は、 い く つかのコ ンポーネン ト を手動で環境パスに追
加する必要があ り ます。

■ VisiBroker の環境変数を追加。 ［Typical］ イ ン ス ト ールでは、 VisiBroker の環境変
数がシステム環境に追加されません。 ［Custom］ イ ン ス ト ールタ イプを選択し て 
VisiBroker の環境変数を追加する と、 BES_LIC_DIR には <install_dir>/
var が設定され、 BES_LIC_DEFAULT_DIR には <install_dir>/
license が設定されます。

b ［Custom］ - こ のオプショ ンを選択する と 、 次のイ ンス ト ールオプショ ンを設定でき ま
す。

■ ［Smart Agent port］ / ［Management Agent port］ / ［Management Agent name］ にデ
フ ォル ト 以外の値を指定。 デフ ォル ト 値については、 前述のステ ッ プ 6 を参照し
て く ださ い。

■ JDK のパスの指定 （HP-UX 版のみ）

■ 管理設定サンプルのセ ッ ト ア ッ プ。 BAS 管理設定サンプルを イ ン ス ト ールするに
は、 ［Yes］ （デフ ォル ト ） を選択し ます。

■ bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加。 デフ ォル ト は ［No］ です。 デ ィ レ ク ト リ
を PATH に追加するには、 ［Yes］ を選択し ます。

■ VisiBroker の環境変数を追加。 デフ ォル ト は ［No］ です。 システム環境に 
VisiBroker の環境変数を追加するには、 ［Yes］ を選択し ます。 BES_LIC_DIR に
は <install_dir>/var が設定され、 BES_LIC_DEFAULT_DIR には 
<install_dir>/license が設定されます。

7 ［Pre-Installation Summary］ - イ ン ス ト ールを開始する前に、 表示される情報を確認し
ます。 ［Previous］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 前の画面に戻 り 、 選択内容を変更でき ま
す。

8 選択内容を承認し て イ ン ス ト ールを開始するには、 ［Install］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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9 ［Registration］

■ イ ン ス ト ーラ を終了する前に Borland product registration wizard を起動するには、
［Yes］ （デフ ォル ト ） を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 登録ウ ィ ザード が別
ウ ィ ン ド ウで起動し ます （「15 ページの 「Borland Product Registration Wizard」」 を参
照）。 登録ウ ィ ザード を終了する と、 イ ン ス ト ーラの完了パネルが表示されます。

■ BAS の評価バージョ ンまたは無料バージョ ンをイ ンス ト ールする 場合は、 登録ウ ィ
ザード を起動する かどう かをたずねら れません。 BAS を使用する 前に、 Borland から 電
子メ ールで受け取ったラ イ センスアク ティ ベーショ ンキーファ イ ルを  
<install_dir>/license ディ レク ト リ にコ ピーし てく ださ い。 ラ イ センスアク
ティ ベーショ ンキーファ イ ルを受け取っていない場合、 またはソ フト ウ ェ アを再イ ン
スト ールする 場合は、 http://www.borland.com/downloads/
download_appserver.html にアク セス し 、 新し いラ イ センス キーをダウ ンロ ード
し てく ださ い。

重要 製品を使用するには、 ラ イセン ス を登録し てア ク テ ィ ブ化する必要があ り ます。 
AppServer の以前のイ ン ス ト ールのラ イセン スキーは、 AppServer 6.7 ではサポー ト され
ません。

BAS のラ イセン スの種類については、 6 ページの 「ラ イセン ス」 を参照し て く ださい。

メ モ <install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ にあ る  lmadm 実行可能フ ァ イルを実行するか、
Management Console の ［Tools］ メ ニューから ウ ィ ザード を起動し て （『管理コ ン ソール
ユーザーズガイ ド』 の 「ラ イセン スマネージ ャの使い方」 を参照）、 ラ イセン スの登録
と ア ク テ ィ ブ化を後で行 う 場合は、 ［No］ を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

10 イ ン ス ト ールの完了後、 イ ン ス ト ーラ を閉じ るには、 ［Done］ を ク リ ッ ク し ます。

ラ イセン ス管理ツールを起動するには、 AppServer の bin デ ィ レ ク ト リ から次のコマン ド
を入力し ます。

lmadm -i console
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インストールログ

イ ン ス ト ーラによ って生成される イ ン ス ト ールロ グは、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ のルー
ト （BAS を CD から イ ン ス ト ールし た場合） または BAS イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ （ダ
ウ ン ロード フ ァ イルを使用し て BAS を イ ン ス ト ールし た場合） に書き込まれます。

次は、 AppServer のイ ン ス ト ールロ グフ ァ イルです。

<install_dir>/Borland_AppServer_InstallLog.xml

このフ ァ イルは XML 形式のログで、 エラーなどのインス ト ールに関する情報が保存されま
す。

製品マニュアル

Borland AppServer には、 すべてのオン ラ イ ンマニュ アルのラ イブラ リ が収録されていま
す。 製品がイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータでマニュ アルにア ク セスするには、 次の
いずれかの手順を実行し ます。

■ コマン ド シェルを開き、 次のコマン ド を入力し ます。

help

help コマン ド を使用するには、 パスシステム変数に <install_dir>/bin デ ィ レ ク
ト リ が含まれている必要があ り ます。 または、 パス を明示的に入力し ます。

■ Borland 管理コ ン ソールの ［Help］ メ ニューに移動し ます。

■ DDEditor の ［Help］ メ ニューに移動し ます。

スタンドアロンの管理コンソールのインストール

BAS には、 管理コ ン ソール と呼ばれる グ ラ フ ィ カルユーザーイ ン ターフ ェースが付属し て
います。 こ のイ ン ターフ ェースは、 ネ ッ ト ワーク上のサーバーと アプ リ ケーシ ョ ンを管理
する と きに中心的な役割を果た し ます。

通常、 広範囲で共有されている  UNIX または Windows コ ンピ ュータでサーバーを実行し、
分散システムの表示や修正に使用する コ ンピ ュータで管理コ ン ソールを実行し ます。 管理
コ ン ソールを イ ン ス ト ールし た ら、 ネ ッ ト ワーク上の任意のサーバーにデプロ イ メ ン ト で
き ます。

ス タ ン ド ア ロ ンの管理コ ン ソールを イ ン ス ト ールするには、 次の手順にし たがいます。

1 ［Choose Product Components］ パネルで、 ［Management Console］ だけを選択し ます。

2 ［Choose Install Type］ 画面で、 ［Custom］ を選択し ます。

3 ［Configuration Settings］ 画面が表示された ら、 管理コ ン ソールでサポー ト する管理ポー
ト （サーバーに対し て指定し たポー ト ） を指定し ます。

4 22 ページの 「Borland AppServer のイ ン ス ト ール」 の説明にし たがって、 イ ン ス ト ールを
完了し ます。
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複数の BAS インスタンスのインストール

複数の BAS イ ン ス タ ン ス を同じ コ ンピ ュータにイ ン ス ト ールする場合は、 次の点に注意
する必要があ り ます。

■ それぞれのイ ン ス タ ン ス を完全に異な るパスにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 つ
ま り 、 最上位のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ を変え る必要があ り ます。

■ コ ンテナサービ スが各イ ン ス タ ン スに含まれる よ う に、 一意のポー ト  ID 番号を使用し
て管理ポー ト を変更する必要があ り ます。

■ いずれかのイ ン ス タ ン スでデフ ォル ト を使用でき ますが、 その他のイ ン ス タ ン スでは
デフ ォル ト を変更し、 それぞれに一意のポー ト  ID 番号を指定し て く ださい。

メ モ ポー ト  ID 番号の変更には、 管理コ ン ソールを使用する こ と をお勧めし ます。

管理ポー ト 番号を変更するには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 ポー ト を変更するエージェ ン ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。

3 必要であれば、 ポー ト 番号を入力し ます。

次の手順で、 Web コ ンテナのポー ト  ID を変更し ます。

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 ナビゲーシ ョ ンツ リ ーで、 変更する  Web コ ンテナのパーテ ィ シ ョ ンを展開し ます。

3 Web コ ンテナ ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。  
表示された ［Configure Web Container］ ダ イ ア ロ グの ［Service: HTTP］ ノ ード を選択す
る と、 コネ ク タ属性が表示されます。

4 ポー ト  ID のプロパテ ィ を編集するには、 テーブルに値を入力し ます。

Borland Web コ ンテナの server.xml の更新については、 『Borland AppServer 開発
者ガイ ド』 の 「Web コ ンポーネン ト 」 を参照し て く ださい。

2 つのエージェ ン ト で BAS を実行する場合でも、 BAS の新しいイ ン ス タ ン ス を イ ン ス ト ー
ルする必要はあ り ません。 ド メ イ ン情報を コ ピーし、 管理ポー ト やエージェ ン ト 名などの
プロパテ ィ を変更するだけです。 それには、 次の手順にし たがいます。

1 BAS を イ ン ス ト ールし ます。

2 <bas_install>/var/domains/base から  base デ ィ レ ク ト リ を コ ピーし、 名前を 
base2 （<bas_install>/var/domains/base2） などに変更し ます。

3 <bas_install>/var/domains/base2/adm/properties/agent.properties 
フ ァ イルの agent.name プロパテ ィ を選択し た一意の名前 （管理エージェ ン ト に割 り
当て られる名前） に変更し ます。

4 <bas_install>/var/domains/base2/adm/properties/management_ 
vbroker.properties フ ァ イルの vbroker.agent.port プロパテ ィ を一意の管理
ポー ト  （エージェ ン ト の管理ポー ト ） に変更し ます。

5 base の設定で scu を起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

scu -domain base

同様に、 base2 で指定し た設定で起動するには、 次のコマン ド を使用し ます。

scu -domain base2



 第 4 章 : Borland AppServer の Solaris または HP-UX へのイ ンス ト ール 27

GUI を使用しないインストーラの実行

GUI を使用しないインストーラの実行

UNIX システムでは、 テキス ト のみのモード でイ ン ス ト ーラ を実行する こ と ができ ます。 
UI モード を指定するパラ メ ータ を使用し て、 イ ン ス ト ーラ を起動でき ます。

テキス ト モード でイ ン ス ト ーラ を実行するには、 次の手順にし たがいます。

1 デ ィ レ ク ト リ を イ ン ス ト ール実行可能フ ァ イルがあ る フ ォルダに移動し ます。

<install_file>.bin -i console

2 イ ン ス ト ーラが起動し た ら、 表示される イ ン ス ト ール画面の指示にし たがいます。

イ ン ス ト ーラは stdout に書き込み、 stdin から読み取 り ます。 これによ り 、 1 つの
システムから別のシステムに telnet で接続し、 イ ン ス ト ーラ を リ モー ト に実行でき
ます。

VisiTransact ライセンス変数の設定

VisiTransact を実行する前に、2 つのラ イセン ス環境変数 （BES_LIC_DIR と  BES_LIC_ 
DEFAULT_DIR） を設定する必要があ り ます。 イ ン ス ト ール中に、 これらの環境変数の設
定に使用するシェルス ク リ プ ト が作成されます。

次の手順で環境変数を設定し ます。

1 コマン ド ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2 デ ィ レ ク ト リ を <install dir>/bin に変更し ます。

3 使用し ているシェルに適し たス ク リ プ ト を特定し ます。

Korn または Bourne シェルを使用し ている場合は、 次のス ク リ プ ト を使用し て環境変数
を設定し ます。

vbroker.sh

C シェルを使用し ている場合は、 次のス ク リ プ ト を使用し て環境変数を設定し ます。

vbroker.csh

4 ロ グ イ ン し た と きに自動的にス ク リ プ ト が実行される よ う に、 .profile、 .cshrc、
または .login フ ァ イルにコマン ド を追加し ます。

setuser ツールによる所有権の管理

メ モ setuser ツールは、 以前の リ リ ースに付属し ていた iaschangeowner ス ク リ プ ト の機能
に代えて使用されます。

setuser ツールは、 UNIX ホス ト にイ ン ス ト ールされた BAS コ ンポーネン ト の所有権を
管理し ます。 このツールは、 これらのコ ンポーネン ト の所有権に関するすべての設定を管
理し ます。 次の設定があ り ます。

■ イ ン ス ト ールされた BAS Agent と他のコ ンポーネン ト の所有者 ID を変更する。

た と えば、 usernameA と し て ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールするが、 所有者は 
usernameB にする場合は、 +o オプシ ョ ン付きで setuser を使用する と、 該当する
コ ンポーネン ト の所有権を変更でき、 意図し た とお り に usernameB が SCU プロセス
（エージェ ン ト ） を起動でき る よ う にな り ます。

■ BAS がマルチユーザーモード （MUM） で実行される よ う に設定する。 これによ り 、 所
有し ていない管理オブジェ ク ト （MO） または BAS コ ンポーネン ト へのア ク セス を許
可し な く て も、 複数のユーザーが同じエージェ ン ト によ って管理されている複数の MO 
を所有でき る よ う にし ます。
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た と えば、 給与、 法務、 人事の各アプ リ ケーシ ョ ンを同じエージェ ン ト の下の個別の 
MO と し て設定し ている場合は、 +m オプシ ョ ン付きで setuser を使用する と、 各ア
プ リ ケーシ ョ ンの実行権限を相互に排他的な所有者に許可する と と もに、 他の BAS 権
限はどの所有者にも公開し ないでお く こ と ができ ます。 BAS が MUM で実行されている
場合、 各ユーザーは、 使用権限を持つ MO だけにア ク セスでき ます。

setuser ツールは、 適切に制限された所有権と ア ク セス権をフ ァ イルシステムに設定
する こ と で、 コ ンポーネン ト をセキ ュ リ テ ィ で保護する防御 メ カニズムを実装し ます。

使い方

重要 こ のツールは、 スーパーユーザー権限で実行する必要があ り ます。 また、 ツールを実行す
る前に、 すべての BAS プロセス を停止する必要があ り ます。

setuser ツールは、 BAS イ ン ス ト ールの /etc/utils/ デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 使
い方は次の とお り です。

setuser [-r <install-dir>] [-u <new-user>] [-g <new-group>] 
[+o|+m] [-h]

オプシ ョ ンの意味は次の とお り です。

■ <install-dir> は、 所有権を変更する イ ン ス ト ールのルー ト デ ィ レ ク ト リ です。 
指定し ない場合は、 setuser ツール自身のイ ン ス ト ール場所が使用されます。

メ モ 初めて setuser を実行する と きは、 グループを指定する必要があ り ます。 た と えば、
「setuser -g +o」 と指定し ます。

■ <new-user> は、 イ ン ス ト ールの新しいユーザー名 （MUM が有効な場合は、 エー
ジェ ン ト によ って起動された MO が実行されるデフ ォル ト のユーザー名） です。

■ <new-group> は、 イ ン ス ト ールの新しいグループ名 （MUM が有効な場合は、 エー
ジェ ン ト によ って起動された MO が実行されるデフ ォル ト のグループ名） です。

■ +o は、 エージェ ン ト と他の BAS コ ンポーネン ト の所有者 ID を <new-user> と  
<new-group> に変更し ます。

■ +m は、 エージェ ン ト と他の BAS コ ンポーネン ト の所有者 ID を <new-user> と  
<new-group> に変更し、 同時にアプ リ ケーシ ョ ンが MUM で実行される よ う にし
ます。 これで、 エージェ ン ト によ って起動される各 MO は、 設定されている所有権
を維持し ます。

■ h は、 setuser ツールの使い方を表示し ます。

+o オプシ ョ ン と  +m オプシ ョ ンは同時に使用でき ません。 +o によ って BAS コ ンポー
ネン ト を別の所有者が実行でき る よ う にイ ン ス ト ールを設定するか、 +m によ って 
MUM を有効にするかのどち らかです。

-u オプシ ョ ン と  -g オプシ ョ ンの使用は任意です。

例
■ /Borland/AppServer にあ る  BAS イ ン ス ト ールの所有権を usernameB に変更

する

setuser -r /Borland/AppServer -u usernameB -g admins +o
■ BAS を MUM で実行し、 BAS の所有権を変更し ない

setuser +m
■ MUM を無効にし、 BAS の所有権を変更し ない

setuser +o
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インストールとサポートファイルの所有権の変更

メ モ +m オプシ ョ ンを使用し た後に、 +o オプシ ョ ン付きで setuser を実行する と、 MUM は
無効にな り ます。 MUM を有効化し、 同時にイ ン ス ト ールの所有権を変更するには、 +m オ
プシ ョ ンだけを使用し ます （29 ページの 「マルチユーザーモード （MUM） の有効化」 を
参照）。

イ ン ス ト ールのエージェ ン ト を実行する  ID を変更する必要があ る場合は、 +o オプシ ョ ン
付きで setuser ツールを使用し ます。 これによ り 、 所有者 ID が変更され、 必要なフ ァ
イル （ロ グフ ァ イル、 プロパテ ィ フ ァ イル、 設定フ ァ イルなど） の所有権が再設定されま
す。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

setuser -r /borland/myBAS/ -u usernameC -g admins +o

こ のコマン ド は、 /borland/myBAS にあ る  BAS イ ン ス ト ールを実行するユーザー と グ
ループをそれぞれ usernameC と  admins に変更し ます。 +o オプシ ョ ンは、 新しいユー
ザー名と グループ名を BAS の新しい所有者 ID と し て使用する よ う にツールに指示し ま
す。

イ ン ス ト ール と そのサポー ト フ ァ イルの所有権を変更するには、 次の手順にし たがいま
す。

1 実行中のすべての設定を停止し ます。

2 実行中のすべての BAS プロセス を停止し ます。

3 コマン ド シェルを開き、 ルー ト に移動し ます。

4 ホス ト でスーパーユーザー特権を持つ新しい所有者のユーザー名と グループ名を指定
し て、 +o オプシ ョ ン付きで setuser を実行し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

setuser -r /borland/myBAS/ -u usernameC -g admins +o

5 SCU プロセス を再起動し ます。

6 必要であれば、 設定を再起動し ます。

マルチユーザーモード（MUM）の有効化

重要 リ モー ト ス ク リ プ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンを MUM で実行する よ う に設定し た場合、 設
定で指定し た MO ユーザーがス ク リ プ ト やアプ リ ケーシ ョ ンを ロード し て実行でき るに
は、 そのユーザーが リ モー ト フ ァ イルシステムに対する適切な権限を持っている必要があ
り ます。 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 他のユーザーが リ モー ト ス ク リ プ ト またはアプ リ
ケーシ ョ ンのフ ァ イルシステムにア ク セスできないよ う にする必要があ り ます。

メ モ すでに MUM で実行されているエージェ ン ト で設定を追加または変更する場合、 新しい設
定または変更後の設定を MUM で実行するには、 +m オプシ ョ ンを付けて setuser を再
実行する必要があ り ます。

マルチユーザーモード は、 複数の異な るユーザー ID の下で安全に MO を実行でき る よ う
に BAS を設定し ます。 MUM の有効化は、 多 く の点で、 エージェ ン ト を実行するユーザー 
ID を変更する操作の特殊な例 と言えます。

あ るエージェ ン ト で MUM が有効になっている場合、 そのエージェ ン ト の SCU プロセス
はルー ト で起動される必要があ り ます。 SCU プロセスの起動後、 実行中のプロセスは、 指
定されたエージェ ン ト 所有者によ って所有されますが、 各 MO のプロセスは、 その MO ま
たはアプ リ ケーシ ョ ンに対し て設定されたユーザーによ って所有されます。 設定の ［Start 
As User］ または ［Start As Group］ の値が指定されていない場合、 MO のプロセスはエー
ジェ ン ト の所有者によ って所有されます。
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MUM を有効にするには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland 管理コ ン ソールを起動し ます。

2 実行中のすべての設定を停止し ます。

3 MO のプロパテ ィ を編集するには、 該当する  MO を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択
し て Properties エデ ィ タ を起動し ます。

4 MO の起動を許可する所有者と グループを変更するには、 次の手順にし たがいます。

■ Properties エディ タ で［ Settings］ タ ブを選択し 、［ More Settings］ をク リ ッ ク し ます。

■ ［Platform Specific Settings］ タブを選択し ます。

■ ［Start As Group］ と ［Start As User］ の値を変更し ます。

■ ［OK］ を ク リ ッ ク し て変更を保存し、 Properties エデ ィ タパネルを閉じ ます。

5 別の所有者によ って実行される  MO ご と に、 ステ ッ プ 3 ～ 4 を繰 り 返し ます。

6 実行中のすべての BAS プロセス を停止し ます。

7 MUM を有効にするには、 次の手順にし たがいます。

a コマン ド シェルを開き、 ルー ト に移動し ます。

b 新しい所有者 ID を指定し て、 +m オプシ ョ ン付きで setuser を実行し ます。-u フ
ラ グ と  -g フ ラ グを省略する と、 既存の所有者 ID が保持されます。 た と えば、 次の
よ う にな り ます。

setuser -r /borland/myBAS/ -u usernameC -g admins +m

8 MO をルー ト と し て起動でき る よ う にする場合は、 agent.config を変更し ます
（30 ページの 「MUM で実行中に、 管理オブジェ ク ト をルー ト と し て起動でき る よ う に
する」 を参照）。

9 MO がルー ト によ って起動された と きに MO に含まれる  JavaScript を実行でき る よ う に
する場合は、 agent.config を変更し ます （31 ページの 「MUM で実行中に、 管理
オブジェ ク ト を起動し た と きに JavaScript サポー ト を有効にする」 を参照）。

10 ルー ト に移動し、 SCU プロセス を再起動し ます。

SCU プロセスはルー ト 所有権の下で起動し ますが、 起動後のプロセスは BAS イ ン ス
ト ールの既存の所有者、 または -u オプシ ョ ン と  -g オプシ ョ ンで指定された新しい所
有者 ID によ って所有されます。 各 MO のプロセスは、 その MO の設定で指定されてい
る所有者が所有し ます。 設定の ［Start As User］ または ［Start As Group］ の値が指定さ
れていない場合、 MO のプロセスはエージェ ン ト の所有者によ って所有されます。

11 必要であれば、 設定を再起動し ます。

MUM で実行中に、 管理オブジェ クト をルート と し て起動できるよ
う にする

重要 MO をルー ト と し て起動でき る よ う にする と、 意図し ないユーザーに高い権限を渡し て し
ま う 可能性があ り ます。 必要な機能を提供するためにルー ト と し て起動する必要があ る  
MO だけに、 こ の機能を実装する必要があ り ます （Apache が特権ポー ト にア ク セスでき る
よ う にする場合など）。 ルー ト と し て起動される  MO が誤ってまたは故意にデプロ イ メ ン ト
されてシステムのセキ ュ リ テ ィ が侵害されないよ う にするには、 MO をルー ト と し て起動
でき る よ う にする前に、 MO の実行可能フ ァ イル と  MO があ るシステムへのセキ ュ リ テ ィ
で保護されたア ク セスに対し てセキ ュ リ テ ィ 監査を実行し ます。

ヒ ン ト セキ ュ リ テ ィ の危険性を隔離し、 管理作業を簡略化するには、 ルー ト と し て起動するすべ
ての MO を 1 つのエージェ ン ト に置き、 そのエージェ ン ト の agent.config フ ァ イルを
更新し て MO をルー ト と し て起動でき る よ う にし ます。 他の MO は別のエージェ ン ト に置
き、 その agent.config フ ァ イルは変更し ないで、 BAS のデフ ォル ト の動作を維持し、
MO をルー ト と し て起動でき ないよ う にし ます。

通常は、 許可されていないア ク セスから  MO を保護するために、 エージェ ン ト は、 MO を
ルー ト ユーザーと し て起動できないよ う になっています。 まれに、 MO をルー ト と し て起
動し ない と、 意図し た とお り に機能し ない場合があ り ます。 BAS を MUM で実行でき る よ
う にし た後で、 MO がルー ト と し て起動されないよ う にする組み込みの保護を上書きする
には、 agent.config を変更し て、 ルー ト によ る  MO の起動を許可する必要があ り ます。 
MO がルー ト 所有権の下で起動し た後は、 BAS ではな く 、 MO またはアプ リ ケーシ ョ ンに
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よ って MO のプロセスの所有権が定義および設定されます。 た と えば、 Apache の所有者は 
httpd.conf フ ァ イルで指定されます。

ルー ト ユーザーが MO を起動でき る よ う にするには、 次の手順にし たがいます。

1 SCU （エージェ ン ト ） プロセス を停止し ます。

2 agent.config （<install_dir>/var/domains/base/adm/properties にあ る）
の 
agent.mum.enable.root.mo プロパテ ィ を次のよ う に編集し ます。

agent.mum.enable.root.mo=true

3 ルー ト に移動し、 SCU （エージェ ン ト ） プロセス を再起動し ます。

4 必要であれば、 設定の再設定と再起動を行います。

MUM で実行中に、 管理オブジ ェ ク ト を起動したと きに 
JavaScript サポー ト を有効にする

重要 MUM が有効に設定されたエージェ ン ト によ って起動される  MO に対し て JavaScript の実
行を有効にする と、 システムが高い権限で実行される悪意のあ る コード の攻撃対象になる
可能性があ り ます。 そのよ う な MO に対し て JavaScript の実行を有効にする場合は、
JavaScript に対し てセキ ュ リ テ ィ 監査を実行し、 許可されないユーザーア ク セスから保護
する よ う にし て く ださ い。

MUM が有効に設定されたエージェン ト によ って MO が起動された場合は、 通常、 JavaScript 
の実行が許可されません。 MUM で実行される  MO のいずれかに JavaScript が含まれる場合
は、 agent.config を変更して、 JavaScript の実行を許可する必要があ り ます。

MUM が有効な と きに JavaScript の実行を有効にするには、 次の手順にし たがいます。

1 SCU （エージェ ン ト ） プロセス を停止し ます。

2 agent.config （<install_dir>/var/domains/base/adm/properties にあ る）
の 
agent.mum.enable.jscript プロパテ ィ を次のよ う に編集し ます。

agent.mum.enable.jscript=true

3 ルー ト に移動し、 SCU （エージェ ン ト ） プロセス を再起動し ます。

4 必要であれば、 設定を再起動し ます。
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マルチユーザーモードの無効化

MUM を無効にするには、 次の手順にし たがいます。

1 実行中のすべての設定を停止し ます。

2 実行中のすべての BAS プロセス を停止し ます。

3 MUM を無効にするには、 次の手順にし たがいます。

a コマン ド シェルを開き、 ルー ト に移動し ます。

b +o オプシ ョ ン付きで setuser を実行し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

setuser -r /borland/myBAS/ +o

4 MO をルー ト と し て起動でき ないよ う にする場合は、 agent.config の 
agent.mum. enable.root.mo プロパテ ィ を false に設定し ます （30 ページの
「MUM で実行中に、 管理オブジェ ク ト をルー ト と し て起動でき る よ う にする」 を参
照）。

5 エージェ ン ト が MUM で実行されている と きに、 MO に含まれる  JavaScript の実行を禁
止する場合は、 agent.config の agent.mum.enable.jscript プロパテ ィ を 
false に設定し ます （31 ページの 「MUM で実行中に、 管理オブジェ ク ト を起動し た
と きに JavaScript サポー ト を有効にする」 を参照）。

6 SCU （エージェ ン ト ） プロセス を再起動し ます。

7 必要であれば、 設定を再起動し ます。

SCU プロ セス は、 既存の BAS 所有者 ID（ ま たは -u オプショ ンと  -g オプショ ンで指定さ
れた新し い所有者 ID） と し て起動し て実行さ れま す。 個別の MO に設定さ れている 一意の
ユーザー ID 情報はすべて無視さ れ、 MO はエージェ ント の所有者 ID の下で実行さ れま す。

Borland product registration wizard

BAS を使用する前に、 受け取った製品ラ イセン ス を登録し、 ア ク テ ィ ブ化する必要があ り
ます。 ラ イセン スは、 Borland から、 1 つ以上の Serial Number と  Key が リ ス ト された電子
メ ールの形式で送信されるか、 ラ イセン スキーフ ァ イルが電子 メ ールで送信されます。

オン ラ イ ンで購入し た製品または評価のためにダウ ン ロード し た製品のキーフ ァ イルを  
Borland から電子 メ ールで受け取った場合、 または製品の無料バージ ョ ンをダウ ン ロード
し た場合は、 登録ウ ィ ザード を使用し てキーフ ァ イルを適用でき ます。 または、
<install_dir>/license デ ィ レ ク ト リ にキーフ ァ イルを コ ピーする と、 製品を再起動
し た と きに自動的にキーフ ァ イルが適用されます。

Serial Number と  Key があ る場合は、 次の登録方法のいずれかを使って BAS 製品を登録し、
ア ク テ ィ ブ化でき ます。

■ Direct - システムがイ ン ターネ ッ ト に接続されている場合は、 最も簡単な方法です。 製
品登録ウ ィ ザード の指示にし たがって必要な手順をすべて実行する と、 自動的にラ イ
セン ス をア ク テ ィ ブ化でき ます。 詳細は、 33 ページの 「ダ イ レ ク ト 登録」 を参照し て く
ださ い。

■ Email - 電子 メ ールアカ ウ ン ト を使用し て任意のシステムから登録要求を送信する と、
ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルが電子 メ ールで送付され、 それを イ ン ス ト ールに適用で
き ます。 詳細は、 33 ページの 「電子 メ ール登録」 を参照し て く ださい。

■ Web page - Borland Web サイ ト にア ク セス し て登録を行 う 点以外は、 電子 メ ールによ
る登録と同じです。 詳細は、 33 ページの 「Web ページ登録」 を参照し て く ださい。

■ Telephone - Borland の担当者に必要な情報を伝え る と、 電子 メ ールまたは郵送でア ク
テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルが送付されます。 詳細は、 34 ページの 「電話登録」 を参照し て
く ださ い。

選択し た方法によ っては、 Borland Developer Network （BDN） アカ ウ ン ト を持っているか
ど う かをたずねられる場合があ り ます。 アカ ウ ン ト がない場合は、 製品登録ウ ィ ザード で
アカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

登録方法と し て ［Direct］ を選択し なかった場合は、 ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルが送付
されます。 このフ ァ イルを <install_dir>/license デ ィ レ ク ト リ にコ ピーする と、 製
品を起動し た と きにフ ァ イルが自動的に適用されます。
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重要 license.ini フ ァ イル （<install_dir>/var/license.ini） は編集し ないで く ださ
い。 適切に使用する限 り 、 こ のフ ァ イルの編集が必要にな る こ と はあ り ません。

ダイレクト登録

Borland product registration wizard を使用し てダ イ レ ク ト 登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で登録方法と し て ［Direct］ を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 BDN アカ ウ ン ト を持っているかど う かを指定し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ ン
ト がない場合は、 こ のウ ィ ザード でアカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

3 必要であれば、 イ ン ターネ ッ ト 接続のためのプロ キシ設定を入力し ます。

4 要約情報を確認し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ザード は、 登録の進捗状況を監視
し て表示し ます。

5 登録が正常に完了し た ら、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 次に ［Finish］ を ク リ ッ ク し て
ウ ィ ザード を閉じ ます。

電子メール登録

Borland product registration wizard を使用し て電子 メ ール登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で、 登録方法と し て ［Email］ を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し
ます。

2 BDN アカ ウ ン ト を持っているかど う かを指定し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ ン
ト がない場合は、 こ のウ ィ ザード でアカ ウ ン ト を作成する よ う に求められます。

3 要約情報を確認し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［Email Registration content］ ペイ ンの内容を reg@borland.com 宛の電子 メ ール メ ッ
セージにコ ピーし、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ウ ィ ザード を閉じ るには、 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。 製品ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イ
ルが電子 メ ールで送信されます。

6 ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルを  <install_dir>/license デ ィ レ ク ト リ にコ ピー
し、 製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。

Web ページ登録

Borland product registration wizard を使用し て Web ページ登録を行 う ためには、 次の手順に
し たがいます。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で、 登録方法と し て ［Web page］ を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ
ク し ます。

2 ウ ィ ザード の Web 登録ステ ッ プに表示される登録キーを コ ピーし、 ［Finish］ を ク リ ッ
ク し てウ ィ ザード を閉じ ます。

3 Web ブラ ウザを起動し、 http://reg.borland.com にア ク セス し ます。

4 登録 Web ページで BDN アカ ウ ン ト 情報を入力し、 ［Login］ を ク リ ッ ク し ます。 アカ ウ
ン ト を持っていない場合は、 ［Create account］ リ ン ク （http://reg.borland.com/
srs5/new_user.jsp） を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Product Registration］ Web ページで Serial Number と  Key （登録ウ ィ ザード から コ ピーし
た もの） を入力し、 ［Continue］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルを受け取るための電子 メ ールア ド レ ス を確認し、
［Register］ を ク リ ッ ク し ます。 製品ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルが電子 メ ールで送信さ
れます。

7 ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルを <install_dir>/license デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、
製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。
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Borland product registration wizard を使用し て電話登録を行 う ためには、 次の手順にし たが
います。

1 ウ ィ ザード の最初の画面で、 登録方法と し て ［Telephone］ を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ
ク し ます。

2 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 最も近い場所を選択し ます。

3 ［Next］ を ク リ ッ ク し、 次に ［Finish］ を ク リ ッ ク し てウ ィ ザード を閉じ ます。

4 電話サポー ト の番号に電話し、 手元の電話登録ウ ィ ザード の画面に表示されている情
報を伝えます。

5 ア ク テ ィ ベーシ ョ ンフ ァ イルを受け取った ら、 それを <install_dir>/license 
デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、 製品を起動する と、 フ ァ イルが自動的に適用されます。

Borland AppServer のアンインストール

メ モ アン イ ン ス ト ーラは、 製品のイ ン ス ト ール時と同じモード で起動されます。 た と えば、 自
動イ ン ス ト ールで製品を イ ン ス ト ールし た場合は、 アン イ ン ス ト ールも自動モード で実行
されます。

次の手順で、 Borland AppServer をアン イ ン ス ト ールし ます。

1 アン イ ン ス ト ール中にバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行中のプロセス （osagent など） がない
こ と を確認し ます。

2 Borland AppServer UninstallerData デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

3 適切な uninstall コマン ド を入力し ます。

CD から イ ンス ト ー 
ルし た Solaris 版、  

HP-UX 版 

uninstall

メ モ こ の作業では、 イ ン ス ト ール後に作成されたフ ァ イルやフ ォルダは削除されません。

4 uninstall コマン ド の実行が終了し た ら、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の内容を確認
し、 不要なフ ァ イル と サブデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。

メ モ アン イ ン ス ト ール後に、 ユーザーのホームデ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルやフ ォルダが残る
こ と があ り ます。 これらのフ ァ イルも同様に削除する必要があ り ます。
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第 章

Chapter   5BAS の自動インストール    
（Windows、Solaris、HP-UX）

こ こ では、 自動イ ン ス ト ールを使用し て、 Borland AppServer （BAS） を Windows、 Solaris、
および HP-UX にイ ン ス ト ールする手順について説明し ます。

メ モ BAS のイ ン ス ト ールに関する最新のプラ ッ ト フ ォーム情報やシステム必要条件について
は、 http://support.borland.com を参照し て く ださい。

自動インストールの概要

自動イ ン ス ト ールは、 中規模から大規模なデプロ イ メ ン ト で使用する こ と をお勧めし ま
す。 自動イ ン ス ト ールは、 複数のコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールする ための設定を使用し て、
一度にイ ン ス ト ール設定を行 う ために使用されます。 設定フ ァ イルを作成し た ら、 自動イ
ン ス ト ールがユーザーと のや り 取 り な く 実行されます。

重要 自動イ ン ス ト ールを使用し た場合は、 BAS のラ イセン ス使用許諾書に同意し た こ と にな り
ます。

インストールの準備

自動イ ン ス ト ールを使用する前に、 次の点を確認する必要があ り ます。

■ 必要なデ ィ ス ク スペースがあ る こ と

■ イ ン ス ト ール先のルー ト デ ィ レ ク ト リ に BAS の既存のイ ン ス ト ールがないこ と

必要なディスクスペース

BAS のイ ンス ト ールに必要なディ ス ク ス ペースの総量は、 どのコ ンポーネント をイ ンスト ー
ルする かによ って変わり ます。 詳細は、 http://support.borland.com を参照し てく だ
さ い。

メ モ デ ィ ス ク スペースには、 JDK のイ ン ス ト ール分も含まれます。
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自動インストールの使用

JDK

Windows の場合は、 JDK 1.4.2 と  1.5.0 の 2 つの JDK バージ ョ ンが製品 と と もにイ ン ス ト ー
ルされます。 Windows x64 と  Solaris の場合は、 JDK 1.5.0 だけがイ ン ス ト ールされます。 
HP-UX 向けの Java 製品については、 Web サイ ト  http://www.hp.com/products1/
unix/java にア ク セス し て く ださい。

重要 HP-UX にイ ン ス ト ールする前に、 JDK （1.5.0 がサポー ト されている） がイ ン ス ト ールされ
ている必要があ り ます。 JDK の bin デ ィ レ ク ト リ を PATH 変数に追加し て く ださい。 JDK 
の正しいバージ ョ ンがイ ン ス ト ールされているかど う かを確認するには、 プロ ンプ ト から  
jdkpatchcheck ツールを実行し ます。 <bas_install>/etc/util デ ィ レ ク ト リ に移
動し、 次のコマン ド を実行し て く ださ い。

./jdkpatchcheck

オプシ ョ ンの JDK プロパテ ィ （JVM_JDK_HOME） は、 ユーザーアプ リ ケーシ ョ ン コード
をホス ト する  BAS コ ンポーネン ト （標準パーテ ィ シ ョ ンを含む新しいパーテ ィ シ ョ ンな
ど） や、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト コ ンテナ 「VisiClient Container」 の JDK パス を設
定し ます。 デフ ォル ト では、 製品に付属する  JDK 1.5.0 が使用されますが、 HP-UX の場合
は、 イ ン ス ト ーラの実行時に PATH に最初に見つかった JDK が使用されます。

自動イ ン ス ト ールの場合、 オプシ ョ ンの JVM_JDK_HOME プロパテ ィ は、 デフ ォル ト の
バージ ョ ン以外の JDK の JDK パス を設定する必要があ る場合にのみ使用されます。

BAS と と もにイ ン ス ト ールされた JDK 以外の JDK を使用する と、 予期し ない結果が生じ
る可能性があ り ます。 イ ン ス ト ーラに付属する  JDK を使用する こ と をお勧めし ます。

重要 BAS をアン イ ン ス ト ールする前に JVM_JDK_HOME がポイ ン ト する  JDK イ ン ス ト ールを削
除し ないで く ださ い。 アン イ ン ス ト ーラは、 JVM_JDK_HOME プロパテ ィ がポイ ン ト する  
JDK を使用する よ う に設定されているため、 この JDK を削除する と、 アン イ ン ス ト ーラ
が動作し な く な り ます。

自動インストールの使用

重要 同じ  BAS イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ またはフ ァ イルの場所にあ る以前のイ ン ス ト ールを
上書き し て BAS を再イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。 最初に前のバージ ョ ンをアン イ
ン ス ト ールし てから、 再イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 最初にアン イ ン ス ト ールし な
い場合は、 別のフ ァ イルの場所に再イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

自動イ ン ス ト ールプロセス を起動する前に、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ 、 サーバー名、
JDK ホームなどの環境設定のプロパテ ィ を入れるテキス ト フ ァ イルを作成する必要があ り
ます。 各プロパテ ィ は 1 行に記述され、 各行は CR で終わる必要があ り ます。 また、 行末
に空白があった り 、 フ ァ イルの末尾に空白行があってはな り ません。 詳細は、 39 ページの
「自動イ ン ス ト ールに使用するプロパテ ィ フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

テキス ト プロパテ ィ フ ァ イルを作成し た ら、 <propertiesfile>.txt と い う 名前で保存
し ます。 <propertiesfile> は、 プロパテ ィ フ ァ イルのフ ァ イル名本体です。 これで、
プロパテ ィ フ ァ イルで指定し た値を使用し て自動イ ン ス ト ールプロセス を起動でき ます。
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自動インストールの使用

Windows での自動インストールの起動

メ モ すべてのプロパテ ィ と値は大文字小文字が区別されます。 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルのパス
を指定する場合は、 必ずス ラ ッ シ ュ （/） を使用し て く ださい。

Windows で自動イ ン ス ト ールプロセス を起動するには、 次の手順にし たがいます。

1 コマン ド プロ ンプ ト を開き ます。

2 http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html にアク セス
し 、 BAS for Windows をダウ ンロ ード し ます。

3 イ ン ス ト ーラ をダウ ン ロード し たデ ィ レ ク ト リ に移動し、 次のコマン ド を入力し て自
動イ ン ス ト ールプロセス を起動し ます。 <propertiesfile> フ ァ イルはフルパス名を
指定し て く ださ い。

<installer_file> -f < プロパテ ィ フ ァ イルのパス >

こ こ で、 <installer_file> は BAS イ ンスト ーラ の名前、 < プロパテ ィ フ ァ イルのパ
ス > は <propertiesfile> ファ イ ルのフルパスです。

た と えば、 次のよ う にな り ます。

<installer_file> -f c:/silentproperties.txt

メ モ 自動イ ン ス ト ールが完了し た ら、 受け取った製品ラ イセン ス を登録し、 ア ク テ ィ ブ化する
必要があ り ます。 ラ イセン スは、 Borland から、 1 つ以上の Serial Number と  Key が リ ス ト さ
れた電子 メ ールの形式で送信されるか、 ラ イセン スキーフ ァ イルが電子 メ ールで送信され
ます。 新しいラ イセン スのア ク テ ィ ブ化については、 15 ページの 「Borland Product 
Registration Wizard」 を参照し て く ださい。 ラ イセン スの登録と ア ク テ ィ ブ化を行 う 場合は、
<install_dir>\bin デ ィ レ ク ト リ にあ る  lmadmw 実行可能フ ァ イルを実行するか、 管
理コ ン ソールの ［Tools］ メ ニューから ウ ィ ザード を起動し ます （『管理コ ン ソールユー
ザーズガイ ド』 の 「ラ イセン スマネージ ャの使い方」 を参照）。

Solaris での自動インストールの起動

メ モ すべてのプロパテ ィ と値は大文字と小文字が区別されます。 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルのパ
ス を指定する場合は、 必ずス ラ ッ シ ュ （/） を使用し て く ださい。

Solaris で自動イ ン ス ト ールプロセス を起動するには、 次の手順にし たがいます。

1 コマン ド ラ イ ンシェルを開き ます。

2 http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html にアク セス
し 、 BAS for Solaris をダウンロ ード し ます。

3 イ ン ス ト ーラ実行可能フ ァ イルを抽出し ます。

4 イ ン ス ト ーラ を抽出し たデ ィ レ ク ト リ に移動し、 すべてのア ク セス許可を取得し て
（chmod 777）、 イ ン ス ト ーラ を実行し ます。

5 次のコマン ド を入力し て、 自動イ ン ス ト ールプロセス を起動し ます。 
<propertiesfile> フ ァ イルはフルパス名を指定し て く ださい。

<installer_file> -f < プロパテ ィ フ ァ イルのパス >

こ こ で、 <installer_file> は BAS イ ンスト ーラ の名前、 < プロパテ ィ フ ァ イルのパ
ス > は <propertiesfile> ファ イ ルのフルパスです。

た と えば、 次のよ う にな り ます。

<installer_file> -f /usr/home/myname/silentproperties.txt

メ モ 自動イ ン ス ト ールが完了し た ら、 受け取った製品ラ イセン ス を登録し、 ア ク テ ィ ブ化する
必要があ り ます。 ラ イセン スは、 Borland から、 1 つ以上の Serial Number と  Key が リ ス ト さ
れた電子 メ ールの形式で送信されるか、 ラ イセン スキーフ ァ イルが電子 メ ールで送信され
ます。 新しいラ イセン スのア ク テ ィ ブ化については、 32 ページの 「Borland product 
registration wizard」 を参照し て く ださい。 ラ イセン スの登録と ア ク テ ィ ブ化を行 う 場合は、
<install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ にあ る  lmadm 実行可能フ ァ イルを実行するか、 管理
コ ン ソールの ［Tools］ メ ニューから ウ ィ ザード を起動し ます （『管理コ ン ソールユーザー
ズガイ ド』 の 「ラ イセン スマネージ ャの使い方」 を参照）。
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自動インストールの使用

HP-UX での自動インストールの起動

重要 抽出された イ ン ス ト ーラ  jar フ ァ イルを実行するには、 環境に JRE 1.5.0 が存在する必要
があ り ます。

メ モ すべてのプロパテ ィ と値は大文字と小文字が区別されます。 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルのパ
ス を指定する場合は、 必ずス ラ ッ シ ュ （/） を使用し て く ださい。

HP-UX で自動イ ン ス ト ールプロセス を起動するには、 次の手順にし たがいます。

1 コマン ド ラ イ ンシェルを開き ます。

2 http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html にアクセス
し、 BAS for HP-UX をダウンロード し ます。

3 ダウ ン ロード し た tar フ ァ イルから イ ン ス ト ール実行可能フ ァ イルを抽出し ます。

4 イ ン ス ト ーラ を抽出し たデ ィ レ ク ト リ に移動し、 すべてのア ク セス許可を取得し て
（chmod 777）、 イ ン ス ト ーラ を実行し ます。

5 次のコマン ド を入力し て、 自動イ ン ス ト ールプロセス を起動し ます。 
<propertiesfile> フ ァ イルはフルパス名を指定し て く ださい。

<installer_file> -f install < プロパテ ィ フ ァ イルのパス >

こ こ で、 <installer_file> は BAS イ ンスト ーラ の名前、 < プロパテ ィ フ ァ イルのパ
ス > は <propertiesfile> ファ イ ルのフルパスです。

メ モ 自動イ ン ス ト ールが完了し た ら、 受け取った製品ラ イセン ス を登録し、 ア ク テ ィ ブ化する
必要があ り ます。 ラ イセン スは、 Borland から、 1 つ以上の Serial Number と  Key が リ ス ト さ
れた電子 メ ールの形式で送信されるか、 ラ イセン スキーフ ァ イルが電子 メ ールで送信され
ます。 新しいラ イセン スのア ク テ ィ ブ化については、 32 ページの 「Borland product 
registration wizard」 を参照し て く ださい。 ラ イセン スの登録と ア ク テ ィ ブ化を行 う 場合は、
<install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ にあ る  lmadm 実行可能フ ァ イルを実行するか、 管理
コ ン ソールの ［Tools］ メ ニューから ウ ィ ザード を起動し ます （『管理コ ン ソールユーザー
ズガイ ド』 の 「ラ イセン スマネージ ャの使い方」 を参照）。
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自動インストールに使用するプロパティファイル

自動インストールに使用するプロパティファイル

こ のプロパテ ィ フ ァ イルは、 BAS AppServer Edition または BAS VisiBroker Edition の自動イ
ン ス ト ールに適用されます。 プロパテ ィ フ ァ イルはテキス ト フ ァ イルです。 各プロパテ ィ
は 1 行に記述され、 各行は CR で終わる必要があ り ます。 また、 行末に空白があった り 、
フ ァ イルの末尾に空白行があってはな り ません。 プロパテ ィ は、 フ ァ イル内で任意の順序
で記述でき ます。

重要
（Windows のみ） 

［Uninstall］ アイ コ ンを ク リ ッ ク して、 自動イ ンス ト ールでイ ンス ト ールした BAS のイ ンス
タ ンスをアン イ ンス ト ールする と、 BAS は警告なしでアン イ ンス ト ールされます。

変数 値

INSTALLER_UI silent （必須）。 イ ン ス ト ールのモード。

USER_INSTALL_DIR <install_dir> （必須）。 選択し た Borland AppServer 製品
デ ィ レ ク ト リ のフルパス名。

■ Windows の場合、 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ は  
C:/Borland/AppServer です。

■ Solaris と  HP-UX の場合、 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク
ト リ は  
/opt/Borland/AppServer です。

INSTALL_TYPE AppServer にする必要があ り ます。

JMS_TYPE 
（必須プロパテ ィ ）

次の 2 つの一方だけを選択し て く ださい。

■ TIBCO — AppServer （Tibco 付属） を イ ン ス ト ールし ます。

■ OPENJMS — AppServer （OpenJMS 付属） を イ ン ス ト ールし ま
す。

USER_SHORTCUTS ■ Windows （オプシ ョ ン） — 製品シ ョ ー ト カ ッ ト デ ィ レ ク ト リ の
フルパス名。 Windows の場合、 デフ ォル ト は  
../Start Menu/Programs/Borland AppServer です。

■ Solaris ／ HP-UX （必須） — Solaris と  HP-UX では、 値 /dev/
null が必要です。

JVM_JDK_HOME （オプシ ョ ン）。 ユーザーアプ リ ケーシ ョ ン コード をホス ト
する  BAS コ ンポーネン ト の JDK パス を設定し ます。

■ Windows と  Solaris の場合、 デフ ォル ト は、 BAS に付属する  
JDK 1.5 がイ ン ス ト ールされた場所です。

■ HP-UX の場合は、 デフ ォル ト は、 イ ン ス ト ーラ実行時に PATH 
で最初に見つかった JDK です。

OSAGENT_PORT （オプシ ョ ン）。 デフ ォル ト は 14000 です。

SERVER_NAME <server_name> （オプシ ョ ン）。 選択し たサーバー名。 デ
フ ォル ト はホス ト 名です。 カ ス タ ム イ ン ス ト ール時に入力
し た管理エージェ ン ト 名と同じです。

MANAGEMENT_PORT （オプシ ョ ン）。 管理ポー ト を設定し ます。 デフ ォル ト は 
42424 です。

INSTALL_CONSOLE （オプシ ョ ン）。 管理コ ン ソールを イ ン ス ト ールし ます。 デ
フ ォル ト は YES です。

INSTALL_SERVER （オプシ ョ ン）。 パーテ ィ シ ョ ン、 Apache Web サーバー、
JDataStore などのすべてのサーバーコ ンポーネン ト を イ ン ス
ト ールし ます。 デフ ォル ト は YES です。

INSTALL_CLIENT （ オプショ ン）。 ク ラ イ アント アプリ ケーショ ン（ EJB ク ラ イ
アント ） のすべてのコ ンポーネント をイ ンス ト ールし ます。 
デフォ ルト は YES です。

INSTALL_DOCS （オプシ ョ ン）。 オン ラ イ ンマニュ アル一式を イ ン ス ト ール
し ます。 デフ ォル ト は YES です。

INSTALL_EXAMPLES （オプシ ョ ン）。 Borland AppServer のサンプルアプ リ ケー
シ ョ ンを イ ン ス ト ールし ます。 デフ ォル ト は YES です。

CONFIGURATION_SETU
P

（オプシ ョ ン）。 BAS の設定例を イ ン ス ト ールし ます。 デフ ォ
ル ト は YES です。

VBROKER_SETUP （オプシ ョ ン）。 Windows のみ。 システム変数 
BES_LIC_DIR には <install_dir>/var が設定され、
BES_LIC_DEFAULT_DIR には <install_dir>/license 
が設定されます。 デフ ォル ト は NO です。
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Windows 用の自動インストールプロパティのサンプル

このサンプルは、 デフ ォル ト 以外の管理ポー ト と エージェン ト ポー ト に BAS AppServer 
Edition （OpenJMS 付属） を イ ンス ト ールし、 VisiBroker のシステム変数を設定しています。

INSTALLER_UI=silent 
USER_INSTALL_DIR=c:/Borland/AppServer 
OSAGENT_PORT=14925 
INSTALL_TYPE=AppServer 
JMS_TYPE=OPENJMS 
MANAGEMENT_PORT=42925 
VBROKER_SETUP=YES

Solaris および HP-UX 用の自動インストールプロパティ
のサンプル

次に、 Solaris および HP-UX 用のプロパテ ィ フ ァ イルの例を示し ます。

INSTALLER_UI=silent 
USER_INSTALL_DIR=/opt/Borland/AppServer 
INSTALL_TYPE=AppServer 
JMS_TYPE=TIBCO 
USER_SHORTCUTS=/dev/null 
OSAGENT_PORT=14925 
MANAGEMENT_PORT=42925 
CONFIGURATION_SETUP=NO
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